
第
九
章
　
植
　
　
　
　
物

第
一
節
　
長
洲
町
に
お
け
る
植
物
考

一
、
植
物
に
つ
い
て

地
球
上
に
は
四
十
万
種
を
越
す
植
物
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
起
り
は
単
一
の
も
の
（
ラ
ン
藻
類
）
か
ら
分
化
し
進

化
を
重
ね
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
。
水
中
に
在
っ
た
原
始
植
物
が
陸
上
に
根
づ
く
ま
で
十
数
億
年
と
い

う
気
の
遠
く
な
る
様
な
進
化
の
努
力
が
か
さ
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
植
物
は
葉
緑
素
を
持
っ
て
お
り
光
合
成
そ
の
他
の
働

き
に
よ
っ
て
動
物
（
人
類
も
含
む
）
や
生
物
植
物
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て
お
り
、
こ
れ
な
く
し
て
は
人
類
は
勿
論
す
べ
て

の
生
物
の
生
存
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
生
物
は
す
べ
て
栄
養
、
す
な
わ
ち
食
物
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
れ
は
植
物
を
基
礎
と
し
た
食
物
連
鎖
に
よ
り
生
存
し

て
い
る
。

註
　
食
物
連
鎖
と
は
、
動
物
の
相
互
共
存
の
「
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
り
甲
が
乙
を
捕
食
し
乙
は
丙
を
た
べ
強
い
も
の
が
弱
い
も
の
を
た
べ
る
こ
と
で
動
物
相

互
の
生
存
を
可
能
に
し
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
い
る
食
物
価
取
の
状
態
で
あ
る
。



人
類
は
植
物
を
食
料
と
し
、
あ
る
い
は
、
生
活
用
具
・
住
居
・
衣
料
・
燃
料
・
等
々
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
生
存
の
た
め
に
利
用

し
て
お
り
そ
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

地
球
上
の
遠
い
遠
い
昔
（
二
十
数
億
年
前
と
云
わ
れ
る
）
水
中
植
物
で
あ
る
藻
が
現
れ
そ
れ
が
進
化
と
分
化
を
重
ね
て
陸
上

植
物
と
な
り
、
長

い
年
代
を
重
ね
て
石
炭
そ
の
他
の
地
下
資
源
の
原
料
と
な
り
、
水
と
共
に
動
物
生
存
の
条
件
で
あ
る
緑
の
地

球
が
築
か
れ
た
の
で
あ
り
動
物
発
生
の
は
る
か
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
植
物
に
は
細
菌
性
の
も
の
や
「
コ
ケ
」
の
仲
間
、
太
古
の
植
物
界
の
主
役
で
あ
っ
た
「
シ
ダ
」
類
や
種
子
を
造
り
そ
れ

か
ら
生
え

る
顯
化
植
物
等
い
ろ
い
ろ
の
種
類
が
あ
り
日
本
で
判
明
し
て
い
る
も
の
が
四
千
種
以

上
あ
る
と
い
う
。

平
和
そ
の
も
の
に
見
え
る
植
物
界
に
も
興
亡
盛
衰
が
あ
り
激
し
い
生
存
競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
地
球
の
気
象
の
大

変
化
（
氷
河
期
の
よ
う
な
寒
冷
化
や
太
陽
黒
点
の
変
化
に
よ
る
温
暖
化

や
そ
れ
ら
に
伴
な
う
海
進
海
退
現
象
等
）
や
火
山
の
噴

火
や
地
震
に
よ
る
も
の
・
台
風
や
津
波
・
大
洪
水
・
大
干
魃
・
害
虫
の
大
発
生
、
人
間
に
よ
る
侵
害
（
焼
畑
農
業
や
薪
炭
、
食

料
・
住
居
、
そ
の
他
の
用
に
供
す
る
た
め
）
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
災
害
に
対
応
し
順
応
し
得
た
植
物
の
み
が
生
々
発
展
し
て
ゆ

く
の
で
あ
る
。

参
考
事
項

寛
政
の
大
津
波
で
そ
れ
ま
で
美
し
い
松
林
で
あ
っ
た
長
洲
海
岸
の
防
潮
松
が
全
滅
に
近
い
被
害
を
受
け
た
と
の
古
老
の
云

い
伝
え
が
あ
る
。
又
日
立
造
船
工
場
造
成
時
の
九
州
大
学
の
調
査
に
よ
る
と
、
弥
生
時
代
末
期
に
（
約
二
〇
〇
〇
年
前
）

そ
れ
以
上
に
大
き
な
津
波
の
瓜
跡
が
姫
ヶ
浦
の
地
層
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。

日
本
の
植
物
圏
の
区
分
に
よ
れ
ば
長
洲
町
は
「
シ
ナ
日
本
区
」
の
う
ち
「
ソ
ハ
ヤ
キ
地
区
」
九
州
中
部
・
瀬
戸
内
海
沿
岸
帯



か
ら
近
畿
地
方
南
部
に
至
る
地
域
に
属
し
、
中
華
人
民
共
和
国
の
中
部
と
最
も
類
似
し
た
植
物
圏
に
あ
り
、
シ
イ
、
タ
ブ
、
ク

ス
、
カ
シ
、
等
の
常
緑
広
葉
樹
や
、
エ
ノ
キ
、
ム
ク
等
の
落
葉
樹
や
、
松
や
杉
の
針
葉
樹
や
、
ム
ペ
、
ビ
ナ
ン
カ
ヅ
ラ
、
そ
の

他
の
つ
る
性
の
も
の
、
シ
ダ
類
、
ラ
ン
科
、
イ
ネ
科
、
キ
ク
科
、
き
き
ょ
う
科
、
し
そ
科
、
く
ま
つ
づ
ら
科
、
ひ
る
が
お
科
、

等
々
多
岐
に
わ
た
っ
て
自
生
し
て
お
り
内
陸
植
物
か
ら
海
浜
植
物
、
さ
ら
に
海
外
か
ら
の
輸
入
植
物
、
侵
入
植
物
（
渡
り
鳥
に

よ
り
、
ま
た
潮
流
に
よ
り
、
人
の
手
に
よ
り
、
又
は
輸
入
品
に
附
着
し
て
）
も
多
数
見
ら
れ
る
「
ソ
ハ
ヤ
キ
地
区
」
の
平
均
的

な
植
物
分
布
地
域
で
あ
り
、
温
暖
な
気
候
と
適
当
な
降
雨
に
恵
ま
れ
た
植
物
環
境
の
地
帯
で
あ
る
。

註
　

「
ソ
ハ
ヤ
キ
」
地
区
と
は
、
南
九
州
の
古
名
で
あ
る
「
襲
の
国
」
の
「
ソ
」
と
「
速
吸
の
瀬
戸
」
の
頭
文
字
で
あ
る
「
ハ
ヤ
」
及
び
「
紀
伊
の
国
の

「
キ
」
を
組
合
せ
た
も
の

（
参
考
事
項
）

大
正
十
二
年
刊
玉
名
郡
誌
の
記
録
に
日
本
の
全
植
物
を
約
三

、
〇
〇
〇
種
と
し
て
挙
げ
て
あ
り
、
玉
名
郡
内
に
自
生
ま
た
は

植
栽
さ
れ
て
い
る
植
物
が
一
、
五
五
二
種
あ
る
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
長
洲
町
の
植
物
も
そ
れ
に
近
い
調
査
結
果
が
得
ら
れ
る

筈
で
あ
る
。

二
、
松
の
絶
滅
と
帰
化

植
物

終
戦
前
後
か
ら
昭
和
五
十
年
期
に
か
け
て
当
町
で
植
物
界
に
大
き
な
変
動
が
見
ら
れ
た
。

そ
れ
は
、
松
、
（
マ
ツ
科
マ
ツ
属
）
特
に
黒
松
（
自
生
自
然
の
も
の
）
の
絶
滅
で
あ
る
。

針
葉
樹
で
あ
る
松
は
、
種
子
植
物
で
は
初
期
に
出
現
し
た
植
物
で
あ
り
、
自
然
の
適
応
力
に
す
ぐ
れ
て
お
り
順
調
に
育
て
ば



千
年
の
齢
を
も
保
ち
得
る
強
壮
な
樹
木
で
あ
る
。

松
の
葉
は
そ
れ
ぞ
れ

の
一
本
一
本
が
一
つ
の
単
位
と
な
り
炭
酸
ガ
ス
か
ら
糖
を
つ
く
り
出
し
て
お
り
、
形
は
三
角
形
（
断
面
）

で
長
さ
は
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
中
央
に
葉
脈
が
あ
り
水
と
養
分
を
は
こ
ぶ
仮
導
管
と
、
溶
け
た
糖
分
を
他
の
部
分
に
運

ぶ
篩
管
が
あ
る
、
そ
の
外
に
養
分
を
つ
く
る
葉
肉
と
、
傷
を
治
す
樹
脂
と
を
は
こ
ぶ
管
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
丈
夫
な
膜
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
て
い
る
。

当
町
の
自
生
松
は
「
小
岱
松
」
（
小
岱
山
系
の
荒
尾
市
及
び
長
洲
町
で
荒
尾
郷
と
稱
し
た
地
域
の
松
）
と
呼
ば
れ
荒
皮
性
の

幹
模
様
と
葉
の
黄
緑
が
鮮
や
か
な
名
松
で
あ
り
、
特
に
盆
栽
界
で
は
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

絶
滅
の
原
因
の
一
つ
は
戦
時
中
「
松
根
油
」
（
航
空
燃
料
そ
の
他
軍
用
に
供
し
た
と

い
う
）
の
採
取
で
あ
る
。
樹
令
数
百
年
、

目
通
し
二
メ
ー
ト
ル
や
三
メ
ー
ト
ル
の
大
木
は
神
社
仏
閣
を
は
じ
め
各
所
に
在
っ
た
が
大
木
ほ
ど
油

が
取
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

「
Ｙ
字
型
」
に
皮
肌
を
傷
つ
け
ら
れ
養
分
を
流
し
取
ら
れ
て
衰
弱
の
果
て
枯
れ
て
い
っ
た
。
戦
争
の
犠
牲
は
松
に
も
及
ん
だ
の

で
あ
る
。

そ
の
次
は
「
松
喰
虫
」
の
大
流
行
で
あ
る
。
そ
れ
は
戦
後
の
荒
廃
を
象
徴
す
る
様
な
惨
胆
た
る
松
山
の
姿
で
あ
っ
た
、
当
町

に
於
け
る
山
林
の
主
体
は
松
で
あ
り
、
小
岱
山
系
の
府
本
か
ら
八
幡
を
経
て
一
先
台
地
に
至
る
丘
陵
の
赤
茶
け
た
松
山
の
姿
は

ま
こ
と
に
寒
々
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、

そ
し
て
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
松
山
の
密
柑
畑
化
か
す
す
む
に
つ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
松
山
が
姿
を
消
し
た
。

歯
の
抜
け
た
よ
う
に
生
き
残
っ
た
松
は
二
度
、
三
度
に
亘
り
松
喰
虫
の
集
中
攻
撃
を
受
け
て
絶
滅
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
植
物
界
の
王
者
で
あ
り
風
景
の
主
役
で
あ
る
松
は
長
洲
町
の
松
と
似
た
よ
う
な
経
過
を
経
て
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
。



最
大
の
ピ
ー
ク
は

昭
和
五
四
年
度
～

二
四
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル

昭
和
五
九
年
度
～

一
二
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
（
株
数
～

六
五
五
万
株
）

昭
和
六
十
年
度
～

一
二
六
万
立
方
メ
ー
ト
ル

こ
の
大
き
な
松
喰
虫
の
被
害
を
残
し
て
、
南
か
ら
北
へ
と
波
状
攻
撃
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

松
喰
虫
の
正
体
で
あ
る
「
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
虫
」
を
媒
介
す
る
「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
虫
」
の
解
明
が
成
さ
れ
予
防
が
可
能
と

な
っ
た
が
薬
害
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
思
う
に
ま
か
せ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
因
に
日
本
人
の
松
に
対
す
る
郷
愁
に
似
た
思

い
は
強
く
、
以
前
の
「
神
の
宿
る
木
」
と
さ
れ
た
信
仰
は
消
え
て
い
る
が
「
姓
名
」
に
松
を
冠
す
る
も
の
は
、
松
田
、
松
本
、

松
山
、
等
数
十
に
及
ん
で
い
る
、
又
緑
化
用
苗
木
と
し
て
現
在
も
大
き
な
需
要

が
あ
り
「
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
」
に
次
い
で
第
二

位
で
あ
る
。

松
の
衰
え
と
時
を
同
し
く
し
て
特
異
な
現
象
が
お
き
だ
。
大
戦
終
了
後
、
連
合
軍
に
よ
っ
て
日
本
が
占
領
さ
れ
、
軍
人
と
そ

れ
に
伴
う
物
資
は
ほ
と
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
洪
水
の
よ
う
に
せ
ま
い
日
本
に
流
れ
こ
ん
で
き
た
の
で
あ
る
が
「
招
か
ざ
る
客
」

そ
れ
は
「
キ
ク
科
」
の
植
物
「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」
の
侵
入
で
あ
る
。
帰
化
植
物
と
云
う
に
は
余
り
に
も
急
で
あ
っ
た
、

日
本
の
空
き
地
と

い
う
空
地
は
「
ア
ッ
」
と
い
う
間
に
こ
の
草
に
埋
め
つ
く
さ
れ
た
。

北
米
原
産
で
荒
れ
地
に
強
く
群
生
し
て
高
さ
は
二

メ
ー
ト
ル
に
達
し
根
は
強
く
土
に
食
い
こ
み
「
く
き
」
は
強
靱
で
伝
播
力

が
つ
よ
く
在
来
の
植
物
を
押
し
の
け
て
繁
茂
し
た
。
「
イ
ネ
科
」
の
「
ス
ス
キ
」
や
「
キ
ク
科
」
の
「
ヨ
モ
ギ
」
に
替
わ
っ
て

わ
が
も
の
顔
に
茂
っ
て
い
る
の
は
こ
の
草
で
あ
る
。
「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」
の
利
用
に
つ
い
て
は
研
究
も
さ
れ
て
い
る



よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
利
用
価
値
は
零
で
あ
る
、
然
も
こ
の
侵
入
者
は
「
花
粉
公
害
」
ま
で
撤
き
ち
ら
し
て
い
る
。

ま
た
た
く
間
に
日
本
の
湖
沼
（
特
に
西
日
本
）
　の
水
草
を
制
し
嫌
わ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
「
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
」
（
ミ
ズ
ア
オ

イ
科

ホ
テ
イ
ア
オ
イ
属
＝
熱
帯
原
産
）
は
水
の
浄
化
に
役
立
つ
だ
け
に
こ
の
草
よ
り
ま
だ
ま
し
で
あ
っ
た
。

三
、
防
潮
堤
構
築
に
よ
る
植
物
へ
の
影
響

有
明
海
は
潮
流
そ
の
他
の
原
因
に
よ
り
島
原
半
島
側
は
侵
食
さ
れ
つ
ゝ
あ
り
、
熊
本
県
側
は
土
砂
の
推
積
を
重
ね
て
い
る
と

い
う
。
昔
の
海
岸
（
三
、
四
十
年
以
前
）
は
荒
尾
市
か
ら
長
洲
町
を
経
て
岱
明
に
至
る
間
、
見
渡
す
か
ぎ
り
白
い
砂
浜
が
つ
づ
い
て

い
た
。
吾
々
は
海
岸
と
は
砂
浜
で
あ
る
と
思
っ
て
成
長
し
た
も
の
で
あ
る
。

防
潮
と
防
風
に
は
慶
長
の
築
堤
（
古
塘
・
菜
切
・
塩
屋
・
の
第
一
期
堤
防
）
以

来
松
林
の
造
成
と
補
植
に
努
め
て
来
た
の
で

あ
る
が
、
護
岸
堤
防
の
構
築
が
決
定
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
三
十
六
年
に
か
け
て
施
行
さ
れ
九
州
地
方
で
は
希
な
長
い
砂

浜
は
消
え
去
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
堤
防
の
構
築
に
よ
り
海
岸
一
帯
の
植
物
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

堤
防
構
築
前
に
多
く
見
ら
れ
た
植
物
で

ハ
マ
ヒ
ル

ガ
オ
、
　
　

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
、
　
　

ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
、
　
　

ハ
マ
ニ
ガ
ナ
、
　
　

ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
、

メ
ド
ハ
ギ
、
　
　

オ
ガ
ル
カ
セ
、
　
　

ハ
マ
ハ
タ
ザ
オ
、
　
　

フ
シ
グ
ロ
、
　
　

カ
ワ
ラ
サ
ィ
コ
、
　
　

ハ
マ
ナ
ツ
メ
、

ハ
マ
タ
マ
ボ
ウ
キ
、
　
　

マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
　
　

イ
ト
ラ
ン
、
　
　

キ
ミ
ガ
ヨ
ラ
ン



等
の
植
物
は
堤
防
構
築
の
影
響
に
よ
り
激
減
し
た
。
特
に
、
ハ
マ
タ
マ
ボ
ウ
キ
、
ハ
マ
ナ
ツ
メ
、
の
二
種
は
完
全
に
姿
を
消
し

て
い
る
。

昭
和
十
三
年
に
は
防
潮
防
風
林
再
生
が
叫
ば
れ
て
海
岸
一
帯
に
黒
松
が
植
え
ら
れ
た
、
そ
れ
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
防
風
林

内
の
植
物
も
変
わ
り
は
し
め
た
。

ト
キ
ワ
ス
ス
キ
、
オ
ニ
シ
バ

が
生
え
初
め
た
。
そ
れ
に
つ
づ
い
て

チ
ガ
ヤ
、
　
　

テ
タ
ハ
ノ
イ

バ
ラ
、
　
　

マ
サ
キ
、
　
　

ナ
ワ
シ
ロ
グ
ミ
、
　
　

ク
ス
ド
イ
ゲ
、
　
　

ビ
ワ
、

ア
メ
リ
カ
シ
ワ
、
　
　

セ
ン
ダ
ン
、
　
　

ネ
ズ
ミ
モ
チ

な
ど
の
海
浜
植
物
で
な
い
植
物
が
姿
を
見
せ
は
し
め
た
、
然
し
堤
防
の
前
面
に
残
っ
た
砂
浜
に
は

ハ
マ
ゴ
ウ
、
　
　

ハ
マ
ヒ
ル

ガ
オ
、
　
　

ケ
カ
モ
ノ
ハ
シ
、
　
　

コ

ウ
ボ
ウ
ム
ギ
、
　
　

ハ
マ
ニ
ガ
ナ

な
ど
は
從
前
と
か
わ
り
な
く
生
き
つ
づ
け
て

い
た

海
岸
一
帯
の
植
物
相

当
町
の
新
山
墓
地
一
帯
は
特
異
な
植
物
相
を
備
え
た
地
域
で
あ
る
。

エ
ノ
キ
、
セ
ン
ダ
ン
、
マ
サ
キ

な
ど
が
茂
っ
て
お
り

キ
ズ
タ
、
リ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
、
ヤ
ブ
ラ
ン

ま
で

が
生
え
て
い
る
。
こ
れ
は
ふ
る
く
か
ら
松
林
と
な
っ
て

い
た
為
か
と
思
わ
れ
る
。



昭
和
三
十
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
前
記
の
よ
う
に
護
岸
防
潮
堤
が
構
築
さ
れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
こ
の
地
一
帯
の
植
物
に
大

き
な
影
響
が
見
ら
れ
た
。

昭
和
五
十
七
年
四
月
ま
で
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

ニ
ワ
ホ
コ
リ
、
　
　

カ
タ
バ
ミ
、
　
　

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
、
　
　

フ
ラ
サ
バ
ソ
ウ
、
　
　

ノ
ケ
シ

な
ど
の
浜
辺
で
な
い
所
に
生
え
て
い
る
植
物
（
海
浜
植
物
で
な
い
も
の
）
が
む
し
ろ
主
流
と
な
っ
て
栄
え

は
し
め
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、

ボ
ウ
ム
ギ
、
　
　

イ
ヌ
ム
ギ
、
　
　

ヒ
ゲ
ナ
ガ
ス
ズ
メ

な
ど
の
帰
化
植
物
の
侵
入
が
目
立
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
は
ど
の
様
な
経
過
で
侵
入
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
、

荒
尾
市
か
ら
長
洲
町
に
か
け
て
残
っ
て
い
る
砂
浜
で
は

マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
　
　

イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
　
　

ケ
カ
モ
ノ
ハ
シ
、
　
　

ツ
ル
ナ
、
　
　

ハ
マ
ボ
オ
フ
ラ
、

ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
、
　
　

ハ
マ
ゴ
ウ

な
ど
の
海
浜
植
物
が
定
着
し
て
い
る
が
こ
れ
ら
の
植
物
は
荒
尾
市
の
牛
水
方
面
に
茂
っ
て
い
る
、
そ
し
て
牛
水
下
か
ら
長
洲
町

に
か
け
て
は
帰
化
植
物
の
侵
入
が
見
ら
れ
そ
の
定
着
が
目
立
っ
て
い
る
。

ま
た
ず
っ
と
南
に
寄
っ
た
浦
川
と
菜
切
川
の
水
門
の
近
く
（
新
塘
姫
ヶ
浦
附
近
）
に
は
、

ハ
マ
サ
ジ
、
　
　

ホ
ソ
バ
ノ
ハ
マ
ア
カ
ザ

等
の
姿
が
見
ら
れ
る
。



絶
滅
し
た
の
か
、
探
し
て
も
見
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
植
物
に
は

オ
ニ
シ
バ
、
　
　

コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
、
　
　

ハ
マ
タ
マ
ボ
ウ
キ
、
　
　

ハ
マ
ハ
タ
ザ
オ
、
　
　

カ
ワ
ラ
サ
イ
コ
、

ル
リ
ハ
ッ
力
、
　
　

ハ
マ
ニ
ガ
ナ

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
こ
の
海
岸
か
ら
姿
を
消
し
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
終
戦
前
後
か
ら
現
在
ま
で
（
昭
和
五
十
八
年
）
に
侵
入
し
て
き
た
帰
化
植
物
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

１
、
イ
ヌ
ム
ギ
　
　

２
、
キ
シ
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
　
　

３
、
ネ
ズ
ミ
ム
ギ
　
　

４
、
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ス
ズ
メ
ノ
チ
ヤ

５
、
ボ
ウ
ム
ギ
　
　

６
、
コ
ア
カ
ザ
　
　

７
、
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
　
　

８
、
カ
ラ
ク
サ
ナ
ズ
ナ
　
　

９
、
コ
シ
ナ
ガ
ワ
ハ
ギ

１０
、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
　

１１
、
イ
モ
カ
タ
バ
ミ
　
　

１２
、
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ

グ
サ
　
　

１３
、
コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

１４
、
オ
オ
イ
ヌ
イ
フ

グ
リ
　
　

１５
、
フ
ラ
サ
バ
ソ
ウ

等
々
数
多
く
の
帰
化
植
物
が
見
ら
れ
、
そ
の
交
流
の
は
げ
し
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

お
こ
と
わ
り

こ
の
項
は

荒
尾
市
牛
水
上
、
　
故
　
隅
倉
清
義
教
諭
が
長
年
に
亘
り
研
究
観
察
さ
れ
た
記
録
の
一
部
を
提
供
さ
れ
た
も
の
を
参
照

し
た
、
こ
こ
ろ
よ
く
資
料
の
提
供
を
さ
れ
た
隅
倉
氏
の
御
夫
人
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

、

長

洲

町

植

物

の

地

理

的

考

察

長
洲
町
は
三
つ
の
植
物
帯
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き

る
。



そ
の
一
は

小
岱
山
系
の
延
長
台
地
と
も
云
う

べ
き
地
帯
で
あ
り
、
荒
尾
市
と
当
町
の
東
北
部
境
界
か
ら
「
鷲
の
巣
」
、
「
高
田
」
、「
折
崎
」

に
つ
ら
な
る
丘
陵
で
あ
り
、
境
界
か
ら
南
に
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
伸
び
て
お
り
、
最
南
端
部
は
「
折
崎
」
の
「
老
人
憩

の
家
」
附
近
ま
で
達
し
て
い
る
。
平
均
高
度
は
「
二
十
メ
ー
ト
ル
」
強
で
北
端
最
高
部
で
「
三
十
八
、
五
メ
ー
ト
ル
」
あ
り
長

洲
町
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
帯
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
丘
陵
と
併
行
し
て
「
荒
尾
赤
田
」
か
ら
「
長
洲
赤
田
」
を
経
て
一
先
台
地
を
形
成
し

つ
つ
「
蓮
の
池
」
附
近
ま

で
連
な
っ
て
い
る
台
地

以
上
の
丘
陵
一
帯
と
そ
の
周
辺
で
あ
る
。

こ
の
地
域
一
帯
は
「
二
、
三
十
年
」
前
ま
で
は
荒
尾
市
府
本
小
学
校
附
近
と
共
に
「
大
松
山
」
を
形
成
し
て
い
た
が
、
松
の

絶
滅
に
よ
り
そ
の
樹
相
は
一
変
し
て
主
役
の
居
な
い
群
雄
割
拠
の
状
態
で
あ
る
。

こ
の
地
帯
で
目
立
っ
て
多
い
の
は
「
シ
イ

ノ
キ
」
（
ブ
ナ
科
）
が
あ
る
。
所
々
に
大
木
が
あ
り
向
野
の
附
近
ま
で
及
ん
で
い
る
。

「
タ
ブ
」
や
「
ク
ス
ノ
キ
」
（
ク
ス
ノ
キ
科
）

や
「
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
」
「
イ
ヌ
ツ
ゲ
」
「
マ
サ
キ
」
（
モ
チ
ノ
キ
科
）
そ
れ
に
「
ヤ

マ
モ
モ
」
「
カ
シ
」
も
多
く
そ
の
ほ
か
の
落
葉
高
木
等
々
あ
り
雑
多
な
植
物
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

「
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
」
「
イ
ヌ
ツ
ゲ
」

や
「
モ
ツ
コ
ク
」
（
ツ
バ
キ
科
）
な
ど
は
庭
園
木
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
た
め
、
掘
り
取
ら

れ
眼
に
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
、
最
近
で
は
「
ヤ
マ
モ
モ
」
か
ら
「
ク
ス
ノ
キ
」
ま
で
庭
園
樹
の
対
象
と
な
っ
て
森

か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
。

赤
田
附
近
に
多
数
見
ら
れ
た
「
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
」
は
素
朴
な
色
彩
を
も
っ
た
独
得
の
「
ツ
ツ
ジ
」
で
あ
る
が
現
在
は
そ
の
姿
は



見
ら
れ
な
い
。
宮
野
か
ら
永
方
北
部
を
通
り
「
立
野
」
「
葛
輪
」
を
経
て
赤
田
に
至
る
一
先
台
地
の
松
山
は
「
農
業
構
造
改
善

事
業
」
に
よ
り
「
み
か
ん
山
」
と
な
り
、
ま
と
ま
っ
た
山
林
は
無
く
な
っ
た
、
そ
し
て
人
家
の
増
加
に
よ
り
宅
地
化
し
て
お
り
、

旧
態
は
見
ら
れ
な
い
。
然
し
北
部
荒
尾
市
と
の
境
界
近
く
に
は
自
然
林
の
形
態
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
二
は

梅
田
、
高
浜
か
ら
、
永
塩
、
宮
野
、
平
原
、
清
源
寺
か
ら
、
折
崎
、
腹
赤
を
む
す
ぶ
地
帯
で
あ
り
、
こ
の
地
域
は
長
洲
町
に

干
拓
の
手

が
及
ば
な
か
っ
た
時
代
の
海
岸
線
を
形
成
し
て

い
た
一
帯
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
地
域
は
古
く
か
ら
集
落
が
存
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
「
山
林
」
と
云
う

べ
き
地
帯
は
な
い
。
「
鎮
守
の
森
」

と
「
雑
木
林
」

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
地
域
も
か
つ
て
は
「
松
」
が
主
体
で
樹
林
が
形
成
さ
れ
て
い
た
が
現
在
は
広
葉
樹

や
落
葉
樹

が
栄
え
て
い
る
。

野
原
や
空
地
に
は
「
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」
を
初
め
外
来
植
物
も
多
く
見
ら
れ
「
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
」
（
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
原
産
）
が
在
来
種
以
上
に
多
い
の
は
「
薬
用
」
（
胃
腸
薬
）
に
供
し
か
名
残
で
あ
ろ
う
。
ま
た
小
さ
な
草
の
「
ニ
ワ
セ
キ
シ

ョ
ウ
」
（
北
ア
メ
リ
カ
原
産
）
が
多
い
の
は
一
つ
の
謎
で
あ
る
。

梅
田
の
西
端
に
あ
る
「
伝
兵
衛
山
」
の
西
側
斜
面
は
「
ヤ
マ
モ
モ
」
「
タ
ブ
ノ
キ
」
「
モ
ッ
コ

ク
」

な
ど
の
大
木
が
林
立
繁
茂

し
て
お
り
、
こ

の
地
帯
で
は
珍
ら
し

い
密
林
に
な
っ
て
い
る
。
同
地
の
「
山
本
一
夫
」
氏
宅
の
西
側
に
あ
る
「
モ
ッ
コ
ク
」
は

目
通
し
二

メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
大
木
で
あ
る
。

永
方
の
信
定
寺
の
西
側
に
あ
る
「
広
葉
樹
林
」
（
一
二
九
八
平
方

メ
ー
ト
ル
）
は
「
ホ
ル
ト
ノ
キ
」
を
は
じ
め
古
木
が
茂
っ

て
お
り
「
サ
ザ
ン
カ
」
（
ツ
バ
キ
科

ツ
バ
キ
属
）
の
老
木
が
多
数
見
ら
れ
「
イ
ス
ノ
キ
」
「
ヤ
ブ
ッ
バ
キ
」
「
ヤ

ブ
ニ
ッ
ケ
イ
」「
ク



ロ
キ
」
「
ム
ク
ノ
キ
」
「
ア
ラ
カ
シ
」
な
ど
の
樹
木

や
「
ノ
シ
ラ
ン
」
「
リ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
」
「
イ

タ
チ
シ
ダ
」
「
ト
ラ
ノ
オ
」
「
ノ
キ
シ

ノ
ブ
」
等
の
野
草
も
茂
っ
て
い
る
。
荒
尾
市
府
本
在
住
の
植
物
学
者
、
荒
尾
宏
氏
も
こ
の
地
の
重
要
さ
を
荒
尾
宏
植
物
調
査
報

第
三
九
号
「
長
洲
町
に
あ
る
ホ
ル
ト
ノ
キ
群
」

に
於
て
指
摘
し
、
調
査
を
要
す
る
こ
と
を
記
し
て

い
る
。

こ
の
地
周
辺
で
特
に
多
い
の
は
「
ツ
バ
キ
」
で
あ
り
、
「
ツ
バ
キ
油
」

は
生
活
必
需
品
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
三
は

旧
長
洲
町
の
新
山
墓
地
か
ら
新
塘
、
姫
ヶ
浦
を
経
て
平
原
、
清
源
寺
そ
し
て
沖
の
洲
を
結
ぶ
地
域
で
あ
り
、
こ
の
一
帯
は
有

明
海
の
海
退
現
象
と
寛
永
以
来
営
々
と
つ
ゞ
け
ら
れ
た
干
拓
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

寛
永
の
築
堤
以
来
防
潮
風
を
目
的
と
し
た
松
林
の
植
林
が
続
け
ら
れ
た
所
で
あ
る
、
現
在
の
中
学
校
附
近
を
長
洲
山
と
云
い

「
松
原
町
」
と
云
う
名
が
残
さ
れ
て

い
る
通
り
老
松
が
立
ち
な
ら
び
壮
観
を
呈
し
て

い
た
が
、
初
期
の
老
大
木
は
枯
れ
絶
え
て

い
る
。
し
か
し
、
大
正
初
期
以
来
補
植
さ
れ
た
も
の
が
「
新
山
の
松
林
」
と
な
り
、
「
姫
ヶ
浦
の
松
並
木
」
と
と
も
に
こ
の
町

の
景
観
と
な
っ
て
成
長
し
て
い
る
。

神
社
や
仏
閣
に
は
創
建
時
か
ら
の
老
木
が
保
護
さ
れ
て
お
り
、
特
に
「
四
王
子
神
社
」
と
「
名
石
神
社
」
に
は
多
数
の
老
木

が
あ
り
無
言
の
歴
史
を
と
ど
め
て
い
る
。

清
源
寺
と
沖
の
洲
間
の
堤
防
道
路
に
は
封
建
時
代
の
重
要
な
奨
励
産
業
と
な
っ
て

い
た
「
ハ
ゼ
」
の
木
の
老
大
木
が
数
多
く

見
ら
れ
た
が
今
は
残
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

雑
木
類
や
野
草
類
は
「
海
浜
植
物
」
や
そ
う
で
な
い
植
物
に
混
じ
っ
て
外
来
の
植
物
も
多
く
定
着
し
て
お
り
、
こ
れ
等
は
潮

流
に
運
ば
れ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



第
二
節
　
町

木
、
町

花

昭
和
六
十
年
度
に
「
町
木
・
町
花
」
の
選
定
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
全
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
候

補
木
・
候
補
花
」
の
結
果
を
も
と
に
「
町
木
・
町
花
」
を
町
長
に
答
申
し
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

一
、
町
木
、
「
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
」
（
モ
チ

ノ
キ
科
）

こ
の
樹
は
関
東
以
西
に
自
生
し
て
お
り
中
華
人
民
共
和
国
の
暖
帯
地
方
か
ら
亜
熱
帯
地
方
に
か
け
て
分
布
し
て

い
る
広
葉
高

木
で
あ
る
。

当
町
周
辺
で
は
ふ
つ
う
「
モ
チ
ノ
キ
」
と
云
わ
れ
て
い
る
。

熊
本
県
北
部
に
最
も
多
く
特
に
「
荒
尾
市
」
と
「
長
洲
町
」
に
自
生
し
て
い
る
。

古
来
庭
木
や
観
賞
木
と
し
て
広
く
愛
好
さ
れ
て
お
り
そ
の
為
に
「
自
生
木
」
は
漸
減
し
て
い
る
。
こ
の
樹
に
は
、
雌
雄
が
あ

り
、
雌
木
に
は
赤
色
の
果
実
を
つ
け
、
雄
木
は
花
の
み
で
着
果
し
な
い
の
で
「
カ
ラ
モ
チ
」
と
も
云
う
。
又
異
種
と
し
て
黄
色

の
果
実
を
つ
け
る
も
の
を
「
黄
金
モ
チ
」
と
云
い
、
白
色
の
果
実
を
つ
け
る
も
の
を
「
白
金
モ
チ
」
と
も
云
う
。

当
町
に
は
庭
園
樹
と
し
て
数
多
く
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
古
木
、
銘
木
も
多
い
が
個
人
所
有
の
も
の
は
省
略
す
る
。
次
の
二
樹

は
是
非
紹
介
し
て
お
き
た
い
名
木
で
あ
る
。

１
、
所
在
地
　
長
洲
町
大
字
折
崎

折
地
稲
荷
神
社
境
内



樹
　
種
　

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
　
　

雄
木

目
　
通
　
一

メ
ー
ト
ル
九
二
セ
ン
チ

根
　
廻
　
三

メ
ー
ト
ル
二
○
セ
ン
チ

樹
　
高
　
一
四
メ
ー
ト
ル

枝
　
張
　
東
西
、
南
北
、
共
に
一
〇
メ
ー
ト
ル

２
、
所
在
地
　
長
洲
町
大
字
永
塩
字
赤
月
八
七
二
赤
田
区
内

所
有
者
　
大
蔵
省

原
野
と
な
っ
て
お
り
、
昔
「

い
ず
も
り
さ
ん
」
と
い
う
社
の
跡
地
で
あ
り
広
さ
は
一
一
四
平
方
メ
ー
ト
ル

樹
　
種
　

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
　
　

雌
木
赤
実

目
　
通
　

一
メ
ー
ト
ル
六
五
セ
ン
チ

根
　
廻
　
二

メ
ー
ト
ル
六
十
セ
ン
チ

樹
　
高
　
　一
六
メ
ー
ト
ル

枝
　
張
　

東
西
、
南
北
、
共
に
十
二
メ
ー
ト
ル

赤
田
区
民
の
努
力
に
よ
り
小
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
威
容
を
ほ
こ
つ
て
い
る
。

３
、
天
皇
在
位
六
十
周
年
記
念
植
樹

長
洲
町
大
字
清
源
寺
で
代
々
医
を
業
と
し
た
旧
家
の
合
志
家
よ
り
、
同
家
に
伝
え
ら
れ
た
雌
雄
両
木
の
「
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
」

の
木
を
今
上
天
皇
在
位
六
十
周
年
を
記
念
し
て
「
長
洲
町
」
及
び
町
民
に
寄
贈
さ
れ
た
。
経
過
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



昭
和
六
十
一
年
五
月
十
六
日

合
志
家
代
表
　
　

福
山
津
也
氏

長
洲
町
代
表
　
　

宮
田
靖
次
町
長

福
山
氏
よ
り
、
宮
田
町
長
に
「
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
」
二
株
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
直
ち
に
「
長
洲
町
文
化
セ
ン

タ
ー
」
前
に
植
樹

さ
れ
た
。

両
木
は
共
に
樹
齢
二
百
年
を
越
す
古
木
と
推
定
さ
れ
る
名
木
で
あ
る
。

二
、
町
　
　
　
花

キ
ン
ギ
ョ
草
、
コ
ノ
ハ
グ
サ
科
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
属
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産

花
の
形
が
「
キ
ン
ギ
ョ
」
に
似
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
多
年
草
で
あ
り
、
江
戸
時
代
末
期
に
渡
来
し
た
帰
化

植
物
で
あ
る
。

自
然
開
花
は
四
月
か
ら
六
月
で
あ
る
が
種
ま
き
の

時
期
を
ず
ら
し
て
い
け
ば
初
冬
の
頃
ま
で
ひ
ら
く
。

こ
の
花
を
「
町
の
花
」
と
す
る
町
民
の
推
薦
が
最
も
多
く
、
金
魚
に
対
す
る
あ
つ
い
思
い
が
感
ぜ
ら
れ
た
。

附
記
、
町
木
「
モ
チ
ノ
キ
」
の
個
人
所
有
の
大
、
古
木
に
関
す
る
記
録
は
「
役
場
企
画
課
」
に
あ
る
。



第
三
節
　
長
洲
町
指
定
天
然
記
念
物

一
、
天
神
さ
ん
の
玉
藤

所

在
地
　

長
洲

町
大

字

梅
田
　

天

満
宮

境
内

樹
　

種
　

フ
ジ

、

マ
メ
科

フ

ジ
属

通
　

稱
　

「
天

神

さ
ん

の
玉

藤
」

と
云

わ

れ
て

お
り

「

こ
の

社

が
鎭

座
以

来

の
も

の
と
云

う

」
と

の

古
老

の
云

い
伝
え

が

あ
り

、
明

治

初
年

に
は

既

に
現

在

の
樹

容
を

備
え

て

い

た

と
云

う

。

註
　

藤
は
老
樹
に
な
れ
ば
表
皮
に
腐
蝕
を
起
し
て
欠
落
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
「
大
き
い
か
ら
古
い
」
と
云
う
訳
で
は
な
い
こ
と
が
あ
る
。

今

の
樹

幹

は
旧

幹

が
枯
死

し

た
の

ち
根

株

か
ら

新
生

し

た
と

思

わ
れ

そ
の

根
跡

が

認
め

ら

れ
る

。

昭
和

八

年

に

「
天
然

記

念
物
」

と

し
て

文

部
省

か

ら
指

定
を

受
け

た

が
、

戦
争

と

そ
の

後
の

清

里
村

の
分

村

な
ど

の
為

そ

の

記

録

は
一

切
失

わ

れ
て

い

る
。

現
在

こ
の

天

満
宮

境
内

に

大
小

九
株

の

老
藤

が
あ

り

年
々

衰
弱

し

て
花

房

が
短
小

に

な
り

つ

つ

あ

っ

た

が
、
昭

和

五
十

三
年

に
町

指

定
天

然
記

念

物
と

な
り

藤

棚

の
設

置
や

地
区

住

民
の
手

に

よ

る
施

肥
等

に

よ
り

徐
々

に
樹

勢

の

回
復

が
見

ら

れ
つ

つ
あ

る

も
の

の
、

一
層

の

保
護

が

必
要

で
あ

る

。

尚
玉

藤

と
云

う

名
稱

の
由

来

は
、

垂
下

し
た

花
房

の

下

部
が

粒
状

に

な
り

花
の

下

に
玉

を
並

べ
た
様

な
形

を
呈

す

る
の

で
そ



の
名
が
あ
っ
た
。
花
の
満
開
時
に
は
地
域
の
子
供
が
集
ま
り
「
玉
藤
」

を
投
げ
合
っ
て
「
玉
藤
合
戦
」
を
し
て
い
た
と
い
う
。

現
在
は
「
玉
藤
」
の
状
態
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
「
樹
勢
が
衰
え
た
か
ら
」
「
老
化
が
原
因
」
な
ど
と
も
言
わ
れ
明

確
で
は
な
い
が
一
説
に
よ
る
と
、
こ
の
天
満
宮
の
周
辺
に
「
穴
蜂
」

が
群
生
し
て
お
り
、
そ
の
蜂
が
開
花
前
の
花
の
養
分
を
吸
い
と
る
の

で
栄
養
不
良
の
状
態
と
な
り
固
形
化
し
て
い
た
、
と
の
説
も
あ
る
。

も
し
後
者
で
あ
れ
ば
消
毒
剤
の
普
及
そ
の
他
の
原
因
で
蜂
が
い
な
く

な
り
玉
藤
に
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

附
記
　
昭
和
六
十
年
九
月
の
台
風
十
三
号
に
よ
り
樹
木
が
倒
れ
支

え
木
を
失
っ
た
藤
一
株
が
欠
落
し
た
。

こ
の
社
の
拝
殿
右
側
に
「
ク
ス
ノ
キ
」
の
大
木
が
あ
り
高
浜
の
「
二

宮
八
幡
宮
」
の
「
大
楠
」
に
次
ぐ
大
木
で
あ
り
「
お
だ
や
か
な
」
樹

相
の
樹
で
あ
り
社
の
古

さ
を
し
の
ぼ
せ
る
。

二

、
六
栄
小

学
校
々
庭
の
欅

所
在
地
　
　

長
洲
町
立
六
栄
小
学
校
々
庭

長

洲
町
指
定
天
然
記
念
物
、
玉
藤
群
配
置
図

昭
和
六
十
一
年
六
月
十
一
日
調



樹
　
種
　
　

ケ
ヤ
キ
、
ニ
レ
科
ケ
ヤ
キ
属

落
葉
高
木
で
本
州
か
ら
九
州
の
高
地
に
自
生
す
る
。
観
賞
木
或
い
は
建
築
用
の
高
級
材
と
し
て
使
用
す
る
。

樹
　
齢
　
　

八
十
年
以
上

樹
　
高
　
　

二
十
ニ

メ
ー
ト
ル

目
　
通
　
　

三

メ
ー
ト
ル
三
十
セ
ン
チ

根
　
廻
　
　

五

メ
ー
ト
ル
三
三
セ
ン
チ

枝
　
張
　
　

東
西
～

十
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
～

十
四

メ
ー
ト
ル

当
時
の
六
栄
村
永
方
出
身
の
故
築
地
宜
雄
氏
が
明
治
末
年
に
「
長
野
蚕
糸
専
門
学
校
」
開
校
に
あ
た
り
教
授
と
し
て
招
請
さ

れ
て
勤
務
中
、
長
野
県
よ
り
当
地
に
移
し
植
え
た
も
の
で
あ
る
。
築
地
家
に
は
、
同
時
に
移
し
植
え
ら
れ
た
兄
弟
木
が
あ
る
。

「
ケ
ヤ
キ
」

は
直
立
し
て
分
枝
多
く
、
所
謂
「
箒
立
状
」
の
樹
形
と
な
る
の
が
理
想
樹
形
で
あ
る
。
こ
の
樹
は
成
木
を
移
し
植

え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
移
植
後
八
十
年
前
後
で
大
木
と
な
り
こ
の
よ
う
な
見
事
な
樹
形
を
造
っ
て
繁
茂
し
て
い
る
の
は
天
成

の
名
木
で
あ
ろ
う
が
驚
異
に
値
す
る
。
こ
の
地
が
こ
の
樹
に
最
も
適
合
し
た
立
地
条
件
を
備
え
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
は
、
永
方
の
築
地
家
に
在
る
「
兄
弟
樹
」
と
比
較
す
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

「
植
物
が
環
境
に
よ
り
、
そ
の
発
育
と
成
長
に
ど
れ
は
ど
の
差
異
を
生
ず
る
か
」
の
よ
き
見
本
で
あ
り
、
教
育
資
料
と
も
な
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
五
十
六
年
・
七
年
頃
に
樹
勢
が
落
ち
憂
う

べ
き
状
態
と
な
っ
て

い
た
が
、
薬
剤
の
散
布
と
適
当
な
施
肥
と
共
に
、
周
囲

に
柵
を
設
け
根
の
露
出
部
分
を
山
砂
で
被
い
保
護
し
て
周
囲
を
花
畑
と
し
て
立
入
を
規
制
す
る
な
ど
の
学
校
の
配
慮
と
努
力
が



あ
り
見
事
に
立
直
っ
た
。

昭
和
六
十
一
年
度
に
「
長
洲
町
天
然
記
念
物
」
第
二
号
と
し
て
指
定
さ
れ
た
が
、
六
栄
地
区
の
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
的
存
在

と
な
っ
て
い
る
こ
の
名
木
を
大
切
に
育
て
た
い
も
の
で
あ
る
。

第
四
節
　
み
ど
り
の
長
洲

一
、
新
山
黒
松
林

長
洲
の
海
浜
は
古
名
を
「
千
鳥
ヶ
浜
」
と
呼
び
白
砂
青
松
の
景
勝
の
浜
で
あ
っ
た
。

肥
後
国
誌
に
「
長
洲
の
古
塘
は
慶
長
十
一
年
に
築
き
松
山
は
仝
十
三
年
に
植
う
」
と
あ
り
、
現
在
の
長
洲
中
学
校
や
新
興
住
宅

地
附
近
の
小
丘
を
長
洲
山
と
呼

び
、
こ
の
一
帯
か
ら
旧
墓
地
を
経
て
「
松
原
町
」
新
山
か
ら
新
塘
に
か
け
て
波
風
に
も
ま
れ
た

「
老
松
」
の
立
ち
な
ら
ぶ
見
事
な
松
林
で
あ
っ
た
。

こ
の
松
林
は
慶
長
年
間
の
古
塘
構
築
と
共
に
防
潮
防
風
林
造
成
を
兼
ね
て
肥
後
北
辺
の
守
り
と
し
て
海
上
よ
り
の
侵
攻
に
対

す
る
要
害
（
兵
隠
し
）
と
し
て
植
え
ら
れ
た
も
の
と

い
う
。
そ
の
後
島
原
大
津
波
な
ど
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
が
補
植
に
つ
と

め
「
昭
和
初
期
」
ま
で
は
そ
の
面
影
が
残
っ
て
い
た
。
（
墓
地
の
北
側
鉄
路
脇
に
逆
三
角
形
型
の
老
松
が
あ
り
常
時
「
し
め
縄
」

を
張
ら
れ
漁
船
の
目
標
と
な
っ
て
い
た
）

大
正
三
年
大
正
天
皇
の
即
位
御
大
典
記
念
事
業
と
し
て
「
防
潮
保
安
林
」
を
兼
ね
て
、
景
観
の
復
活
を
目
差
し
て
「
青
年
団
」



「
婦
人
会
」
「
長
洲
小
学
校
高
等
科
生
徒
」
及
び
各
町
内
の
奉
仕
作
業
と
し
て
黒
松
苗

一
万
本
が
植
え
ら
れ
、
同
時
に
近
在
の
松
山
か
ら
も
多
数
の
松
が
青
年
団
の
手
に
依
っ

て
移
植
さ
れ
た
と
い
う
、
そ
の
時
国
有
地
で
あ
っ
た
一
帯
を
払
い
下
げ
て
町
有
地
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
三
年
に
再
び
新
山
か
ら
姫
ヶ
浦
に
か
け
て
松
苗
一
万
本
の
補
植
が
為
さ
れ
た
、

然
し
翌
昭
和
十
四
年
に
は
猛
烈
な
台
風
に
よ
る
津
波
が
あ
り
、
そ
の
為
補
植
さ
れ
た
松

は
全
滅
に
近
い
被
害
を
受
け
た
、
そ
の
間
こ
の
松
林
を
常
に
見
廻
り
献
身
的
に
見
守
っ

た
の
が
全
区
の
「
区
長
」

な
ど
を
し
て
い
た
「
中
島
寅
作
翁
」
（
故
人
）

で
あ
っ
た
と

云
う
。

終
戦
後
は
こ
の
海
岸
一
帯
に
製
塩
場
（
私
設
塩
浜
）
が
乱
立
（
戦
後
の
混
乱
期
の
長

洲
町
の
経
済
の
一
半
を
支
え
た
）
が
あ
り
、
引
続
き
「
松
喰
虫
」
の
被
害
が
あ
り
受
難
の
歴
史
を
た
ど
っ
た
。

町
役
場
に
よ
る
「
松
喰
虫
予
防
消
毒
」
が
初
ま
り
定
期
的
に
実
施
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
よ
う
や
く
生
き
残
っ
た
の
が
現
在
の

姿
で
あ
る
。

所
在
地
　
長
洲
町
大
字
長
洲
字
新
山

面
　
積
　
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル

總
　
数
　
約
二
百
五
十
株
余

こ
の
う
ち
第
一
回
（
大
正
三
年
ノ
分
）
植
樹
の
分
と
思
わ
れ
る
松

は
「
目
通
し
」
一
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
り
、
三
十
数
株
が

新山の松林



見
ら
れ
る
。

現
状
を
維
持
し
て
繁
茂
す
れ
ば
県
下
有
数
の
松
林
と
な
り
「
長
洲
の
落
日
」
と
し
て
県
百
景
の
一
つ
と
し
て
名
所
で
あ
っ
た

昔
日
の
名
誉
を
回
復
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

二

、
防
潮
堤
と
防
風
林

か
つ
て
は
長
洲
町
の
「
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
り
住
民
と
田
畑
の
守
護
神
で
あ
っ
た
の
は
護
岸
堤
防
で
あ
る
が
、
開
拓
地
の
美
田

を
守
っ
て
い
た
雄
姿
は
、
新
地
の
造
成
に
よ
り
つ
ぎ
つ
ぎ
に
姿
を
消
し
て
い
る
。

所
在
地
　
長
洲
町
大
字
清
源
寺
（
地
番
ナ
シ
）

往
時
の
姫
ヶ
浦
海
岸
で
あ
る
。
寛
文
四
年
に
構
築
さ
れ
て
か
ら
文
化
、
嘉
永
、
安
政
、
に
か
け
て
改
修
を
重
ね
、
安
政
四
年

（
一
八
五
七
年
）
に
、
三
十
町
四
反
、
に
余
る
製
塩
所
が
開
か
れ
た
所
で
あ
り
、
す
ぐ
近
く
に
は
明
治
期
に
「
塩
田
倉
庫
」
が

在
っ
た
所
に
「
防
潮
堤
」
と
「
防
潮
堤
上
に
植
え
ら
れ
た
防
風
林
」
が
新
地
造
成
前
の
姿
で
残
っ
て
い
る
。

長
さ
は
約
二
百
メ
ー
ト
ル
余
、
黒
松
は
「
三
十
六
株
」
あ
り
、
昭
和
十
三
年
に
防
風
林
造
成
の
為
植
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
新
塘
の
姿
は
長
洲
町
の
記
念
碑
と
し
て
長
く
残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

三
、
「
は
ま

ご
う
」

の
群
生
と
黒
松
林

所
在
地
　
長
洲
町
清
源
寺
字
浜
口
二
八
五
の
二
、
　
町
有
地



伝
説
の
地
、
姫
ヶ
浦
に
在
り
、
防
潮
堤
を
構
築
す
る
以
前
の
海
岸
で
は
、
土
手
を
覆
っ
て
い
た
「
ハ
マ
ゴ
ウ
」

が
昭
和
三
十

五
・
六
年
以
来
め
っ
き
り
少
な
く
な
り
、
工
場
造
成
干
拓
地
の
完
成
に
と
も
な
っ
て
全
滅
し
た
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
。

昭
和
五
十
七
年
夏
「
町
文
化
財
保
護
委
員
会
」
の
調
査
に
よ
り
こ
の
地
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

樹
種
、
ハ
マ
ゴ
ウ
、
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科

落
葉
底
木
で
浜
辺
の
砂
地
に
繁
植
し
て
地
を
這

い
分
枝
点
か
ら
発
根
し
て
次
々
に
枝
幹
を
の
ば
す
強
い
樹
で
あ
る
。

晩
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
紫
紺
の
花
を
つ
け
る
。

東
南
ア
ジ
ア
、
南
太
平
洋
の
諸
島
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
暖
帯
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
。

長
洲
町
に
於
て
は
唯
一
の
自
生
地
で
あ
る
が
、
隣
接
す
る
荒
尾
市
大
字
牛
水
や
岱
明
町
の
海
岸
に
も
残
存
し
て
い
る
。

北
上
す
る
暖
流
に
運
ば
れ
て
こ
の
地
に
根
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

尚
、
こ
の
「
は
ま
ご
う
」
は
鳥
取
砂
丘
で
数
す
く
な
い
植
物
と
し
て
、
又
夏
の
花
木
と
し
て
大
切
に
保
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
　
　

「
は
ま
ご
う
」
の
群
生
と
共
に
こ
の
地
は
旧
腹
赤
村
が
「
姫
ヶ
浦
」

の
景
観
を
復
旧
す
る
為
、
「
日
露
戦
役
記
念
防
潮
林
」

と
し
て
全
村
を
挙
げ
て
明
治
末
期
に
黒
松
約
一
万
本
を
植
え
た
地
域
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
時
の
黒
松
が
二
十
五
株
残
っ
て
い

る
。
最
大
の
も
の
は
「
目
通
し
」
一
メ
ー
ト
ル
二
十
セ
ン
チ
あ
り
樹
勢
は
旺
盛
で
あ
る
。

こ
の
松
林
の
中
に
、
日
露
戦
争
の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
で
あ
っ
た
東

郷
平
八
郎
と
明
治
の
新
政
に
功
労
の
あ
っ
た
岩
倉
具
視

夫
人
の
書
に
よ
る
記
念
碑
が
あ
る
。



四
、
清
里
小
学
校
植
樹
の
大
要

町
立
清
里
小
学
校
は
昭
和
三
十
六
年
に
現
在
地
に
移
転
し
た
が
、
移
転
新
築
後
「
環
境
の
整
備
」
に
努
め
学
校
と
地
域
の
協

力
に
よ
り
短
期
間
に
学
校
緑
化
を
成
し
遂
げ
、「
文
部
大
臣
表
彰
」
や
そ
の
他
数
々
の
表
彰
を
受
け
て
、
現
在
の
様
な
見
事
な
「
教

育
環
境
」
を
造
り
あ
げ
た
。

そ
の
概
況
を
列
記
す
れ
ば

１
、
旧
校
舎
（
井
上
ゴ
ム
の
敷
地
）
よ
り
樹
木
の
植
え
替
え
作
業
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
と
学
校
職
員
の
共
同
奉
仕
作
業
に
よ
り
約
一

ヶ
月
で
完
了
。

２
、
植
林
計
画
の
立
案
と
庭
園
の
設
計
を
田
主
丸
町
内
山
緑
地
建
設
に
依
頼
し
て
樹
木
と
苗
木
を
購
入
、
そ
の
費
用
約
四
万
円

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
及
び
校
友
会
々
費
の
積
立
金
を
充
て
た
。

３
、
校
区
内
の
全
家
庭
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
以
外
も
）
に
一
戸
当
り
二
株
宛
の
寄
附
運
動
を
し
た
。

そ
の
時
集
っ
た
の
が
「
シ
ユ
ロ
」
「
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
」
「
黒
松
」
な
ど
で
あ
る
。

校
区
と
学
校
は
「
一
体
」
で
あ
る
、
と
の
認
識
の
も
と
に
労
力
は
全
校
区
の
「
公
役
」
と
し
て
三
地
区
交
替
の
奉
仕
作
業

と
し
た
。

４
、
卒
業
生
に
よ
る
記
念
樹
の
寄
附

第
一
回
卒
業
生
の
記
念
樹
が
校
舎
前
の
「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
」
の
並
木
で
あ
る
。

以
上
の
経
過
を
へ
て
約
三

ヶ
年
で
基
礎
を
完
了
し
た
が
、
そ
の
後
も
改
善
補
植
に
努
め
昭
和
五
十
年
頃
に
は
、
ほ
ぼ
現
在
の



姿
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
本
校
の
当
時
の
校
長
、
田
頭
直
氏
（
本
町
清
源
寺
出
身
）
の
教
育
に
対
す
る
熱
意
と
献
身
的
な
奉

仕
が
原
動
力
で
あ
っ
た
。

植
樹
さ
れ
て
い
る
主
な
樹
種
を
列
挙
す
れ
ば

１
、
ス
ギ

２
、
サ
ク
ラ

３
、
バ
ラ

４
、
ネ

ム

５
、
シ
ユ
ロ

６
、
シ
ン
パ
ク

７
、
ツ
ゲ

８
、

メ
タ
セ
コ
イ
ア

９
、
ツ
ッ
ジ

１０
、
フ
ジ

１１
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ

１２
、
グ
ミ

１３
、
雪
柳

１４
、
ギ
ョ

ウ
リ
ウ

１５
、
月
桂
樹

１６
、
サ
ッ
キ

１７
、
ビ
ャ
ク
シ
ン

１８
、
ツ
バ
キ

１９
、
ク
チ
ナ
シ

２０
、
ヒ
イ
ラ
ギ

２１
、
ザ
ク
ロ

２２
、
ヤ
ッ

デ

２３
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、

２４
、
マ
キ

２５
、
泰
山
木

２６
、
赤
松

２７
、
黒
松

２８
、
ポ
プ
ラ

２９
、
カ
ナ
メ
モ
チ

３０
、
百
日
紅

３１
、
フ
ヨ
ウ

３２
、
カ
シ

３３
、
モ
ミ
ヂ

３４
、
ケ
ヤ
キ

３５
、
ニ
レ
ケ
ヤ
キ

３６
、
セ
ン
ダ
ン

３７
、
ナ
ッ
メ

３８
、
ア
メ
リ
カ
松

３９
、
ニ
シ
キ
木

４０
、
ウ
メ

４１
、
タ
ケ

４２
、
モ
ク
レ
ン

４３
、
ハ
ギ

４４
、
ニ
ッ
ケ
イ

４５
、
ヤ
マ
モ
モ

４６
、
ギ
ン
ナ
ン

４７
、
サ
ン
シ
ョ
ウ

４８
、
ア
ヲ
ギ
リ

４９
、
サ
カ
キ

５０
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉

５１
、
サ
ザ
ン
カ

５２
、
モ
ク
セ
イ

５３
、
ソ
テ
ッ

５４
、
ユ
ス
ラ
梅

５５
、
ビ
ワ

５６
、
コ
ブ
シ

そ
の
他
十
数
種
あ
り

合
計
六
十
数
種

総
数
－

三
百
五
十
株

寄
せ
植
え
及
び
垣
樹
を
併
す
れ
ば
数
子
に
及
ぶ

尚
、
樹
木
の
手
入
れ
に
付
い
て
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
勿
論
で
あ
る
が
、
全
校
区
内

の
老
人
会
の
奉
仕
に
よ
り
定
期
的
に
行
わ
れ
て
お



学
校
と
地
域
の
結
び
付
き
と
共
に
教
育
に
対
す
る
理
解
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

五
、
「
有
明
の
森
」
と
松
並
木
と
古
大
明
神

１
、
有
明
の
森

昭
和
四
十
八
年
に
日
立
造
船
株
式
会
社
が
当
町
に
進
出
し
、
工
場
着
工
と
共
に
工
場
内
及

び
周
辺
の
緑
化
に
着
手
し

た
。
現

行
の
「
工
場
立
地
法
」
で
は
緑
化
率
二
十
％
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
立
法
以
前
の
工
場
建
設
と
し
て
は
時
代
に
先
が
け

た
構
想
で
あ
っ
た
、
即
ち
森
の
中
で
船
を
造
る
計
画
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同
社
の
方
針
に
よ
る
と
た
だ
に
「
社
内
環
境
の
浄
化
」
で
は
な
く
、
「
地
域
と
工
場
と
の
永
遠
の
結
び
つ
き
」
を
念
願
と
し

て
一
般
町
民
に
も
開
放
す
る
緑
化
地
帯
、
と
し
た
所
に
特
色
を
見
る
の
で
あ
る
。

緑
化
地
帯
は
全
面
積
の
七
・
四
％

、
即
ち

一
一
一
九
四
四
平
方
メ
ー
ト
ル

樹
木
総
数
は

高

木

一
〇
、
九
八
三
株

中

底

木

九
三
、
七
〇
〇
株

地
被
植
物

三
二
、
四
三
〇
株

で
あ
り
、
世
界
の
森
、
青
年
の
森
、
安
全
の
森
、
海
外
の
森
等
と
名
付
け
ら
れ
県
木
、
「
ク
ス
ノ
キ
」
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ

の
森
に
ふ
さ
わ
し

い
樹
を
配
し
て
、
国
内
は
勿
論
外
国
の
珍
木
も
多
く
植
え
ら
れ
て
そ
の
種
類
は
「
百
数
十
種
」
あ
り
、
植
物



者
に
は
「
勉
強
の
場
」
と
な
り
得

る
豊
富
さ
で
あ
る
。

こ
の
森
の
設
計
上
の
長
所
と
し
て
推
奨
し
得
る
の
は
、
往
時
の
長
洲
町
の
「
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
っ
た
新
塘
堤
防
上
の
松
並
木

と
そ
れ
に
隣
接
す
る
「
長
洲
発
詳
の
地
」
と
も
云
わ
れ
る
「
古
大
明
神
」

の
杜
の
三
者
を
結
び
合
わ
せ
、
「
町
の
緑
化
計
画
」

と
併
せ
て
壮
大
な
景
色
を
造
り
出
し
た
点
で
あ
る
。

明
治
神
宮
の
森
が
全
国
か
ら
の
奉
仕
と
據
出
に
よ
り
造
成
さ
れ
、
六
十
年
に
し
て
世
界
で
も
希
な
人
工
に
よ
る
自
然
林
の
形

態
が
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
森
の
規
模
は
小
さ
く
と
も
そ
れ
に
近
い
姿
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

２
、
新
塘
の
松
並
木

長
洲
の
碩
学
、
月
田
蒙
斉
が
有
名
な

残
月
滴
露
濕
人
袂
、
暁
風
吹
髪
覚
秋
冷

忽
見
大
蛇
当
道
横
、
抜
剣
欲
斬
老
桧
影

こ
の
詩
は
新
塘
の
堤
上
で
詩
っ
た
も
の
と
い
う
。

こ
の
松
並
木
は
「
古
大
明
神
」
の
杜
附
近
か
ら
「
姫
ケ
浦
」
に
か
け
て
昔
の
姿
を
再

現
す
べ
く
植
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
新
山
の
松
林
」
の
項
で
述
べ
た
大
正
三
年
の

第
一
次
植
林
と
昭
和
十
三
年
の
第
二
次
補
植
の
混
成
樹
林
と
見
ら
れ
る
。

總
　
数
　
約
二
百
八
十
株

樹
　
齢
　
七
十
年
前
後
の
も
の
と
四
、
五
十
年
前
後

目
　
通
　
大
な
る
も
の
は
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
数
十
株
あ
り
。

松 並 木



長
洲
町
内
に
植
え
ら
れ
て
い
る
松
林
で
こ
の
一
帯
が
、
松
喰
虫
の
被
害
が
最
も
す
く

な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
が
、
元
気
よ
く
松
は
育
っ
て
幸
せ
で
あ
る
。

往
時
の
新
塘
の
松
並
木
が
再
現
さ
れ
つ
つ
あ
り
。

３
、
古
大
明
神
の
杜

長
洲
の
氏
神
で
あ
る
「
四
王
子
神
社
」
の
故
地
に
祠
を
祭
り
長
洲
町
と
企
業
が
共
同

し
て
「
発
展
す
る
長
洲
」
の
工
場
群
の
中
の
「
い
こ

い
の
場
」
を
造
り
小
公
園
と
し
て

松
を
中
心
に
植
樹
、
「
日
立
の
森
」
と
「
松
並
木
」
と
併
せ
て
大
き
な
風

景
を
目
差
し

て
造
成
し
た
「
古
大
明
神
の
杜
」
で
あ
る
。

以
上
の
三
者
を
併
せ
て
管
理
に
努
め
て
い
る
の
で
成
長
見
る
べ
き
も
の
あ
り
、
海
浜

に
希
な
人
工
の
緑
が
成
長
し
て
い
る
。

参
考
事
項
　
昭
和
六
十
年
に
新
熊
本
百
景
の
一
つ
と
し
て
こ
の
地
が
選
定
さ
れ
た
。

第
五
節
　
古

木
・
大

木

一

、

四
王

子

神

社

の

大

銀
杏

場
　
所
　

長
洲
町
長
洲
、
四
王
子
神
社
境
内

古大明神の杜



所
有
者
　
四
王
子
神
社

樹
　
種
　
イ
チ
ョ
ウ
、
イ
チ
ョ
ウ
科
イ
チ
ョ
ウ
属
、

中
国
原
産
で
中
国
音
の
「
ヤ
ー
チ
ヤ
オ
」
よ
り
転
化
し
た
呼
名
、
落
葉
高
木
で
雌
雄
異
株
で
最
も
古
い
層
に
属
す

る
植
物
で
一
科
一
種
で
あ
る
、
　
銀
杏
公
孫
樹
又
は
鴨
脚
樹
と
も
云
う

目
　
通
　
東
幹
三
、
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
西
幹
三
、
一
〇
メ
ー
ト
ル

根
　
廻
　
五
、
九
〇
メ
ー
ト
ル
、

枝
　
張
　
東
西
十
三
メ
ー
ト
ル
、
南
北
十
四
メ
ー
ト
ル

樹
　
高
　
十
八
メ
ー
ト
ル

六
十
年
九
月
の
台
風
に
よ
り
幹
枝
の
欠
損
多
く
、
樹
勢
回
復
中
で
あ
る
。

双
幹
体
で
あ
る
が
も
と
は
三
幹
立
ち
で
あ
っ
た
。
中
央
主
幹
は
落
雷
の
為
欠
損
し
て
今
の
姿
に
な
っ
た
と
い
う
。

県
指
定
「
ふ
る
さ
と
の
樹
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
名
木
で
希
に
見
る
老
大
木
で
あ

る
、
本
社
が
永
暦
年
間
古
大
名
神
よ
り
転

社
以

来
の
も
の
、
と
云
い
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

尚
、
敷
地
北
側
に
大
ソ
テ
ツ
、
が
あ
り
、
東
側
に
在

る
「
エ
ノ
キ
」
は
目
通
四

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
木
で
あ
る
、
他
に
大
榎

や
老
銀
杏
が
あ
り
、
名
石
神
社
と
共
に
「
古
、
大
木
」
の
多
い
社
で
あ
る
。

二

、
長

洲
小

学
校
の
大
エ
ノ
キ

場
　
所
　

長
洲
町
長
洲
、
長
洲
小
学
校
構
内



所
有
者
　
長
洲
町

樹
　
種
　

エ
ノ
キ
　
（
ニ
レ
科
エ
ノ
キ
属
）

ニ
レ
科
の
落
葉
高
木
で
江
戸
時
代
に
一
里
塚
に
植
え
た
、
昔

の
街
道
筋
に
古
木
が
残
っ
て
い
る
。
概
ね
こ
の
里
程
木
で
あ

る
。

目
　

通
　
四
メ
ー
ト
ル
十
五
セ
ン
チ

樹
　
高
　
十
七
メ
ー
ト
ル

枝
　
張
　

東
西
～

十
五
メ
ー
ト
ル

南
北
～
二
五
メ
ー
ト
ル

樹
齢
は
不
明
で
あ
る
が
雄
大
な
樹
容
と
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
樹
勢
が
こ
の
樹
の
特
長
で
あ
り
、
長
洲
に
榎
の
大
木
は
数
多
い

が
「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
は
こ
の
樹
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
単
幹
で
競
争
相
手

が
居
な
い
の
で
、
立
地
條
件
特
に
日
光
と
風
通
し
に

恵
ま
れ
て
い
る
為
か
と
思
わ
れ
る
。
古
い
枝
の
欠
落
箇
所
の
補
修
を
施
せ

ば
、
一
層
の
樹
勢
向
上
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

教
育
の
現
場
に
在
る
数
少
い
大
木
で
あ
り
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

三

、
永
方

の
ホ
ル
ト

ノ
キ
群

場
　

所
　
長
洲
町
大
字
永
塩
一
七
六
一

所
有
者
　
上
野
イ
チ
氏

長洲小学校の榎



樹
　
種
　

ホ
ル
ト
ノ
キ
、

別
名
「
モ
ガ
シ
」
紀
州
で
は
「
ズ
ク
ノ
キ
」

と
云
う

尚
、
こ
の
地
方
の
方
言
で
「
オ
バ
ゼ
ノ
キ
」
と
云
う

こ
の
地
に
大
木
が
群
生
し
て
長
い
間
そ
の
樹
名
が
判
明
せ
ず
、
単
に

方

言
で
オ
バ
ゼ
ノ
キ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
全
地
の
越
智
文
化
財
保
護
委

員
と
荒
尾
市
府
本
の
植
物
学
者
「
荒
尾
宏
氏
」
の
努
力
に
よ
り
解
明
さ

れ
た
。
こ

の
樹
は
九
州
地
方
か
ら
南
西
諸
島
に
か
け
て
分
布
し
て
お
り
、

そ
の
樹
皮
は
大
島
つ
む
ぎ
の
染
料
と
な
る
。
こ
の
木
の
命
名
者
は
平
賀
源
内
で
あ
る
と
云
う
。

枝
葉
は
香
料
（
線
香
）
の
最
高
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
現
在
で
は
途
絶
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
役
場
前
通
り
の
街
路
樹
は
こ
の
樹
で
あ
り
「
ヤ
マ
モ
モ
」
に
似
た
鮮
や
か
な
葉
を
し
た
立
派
な
樹
木
で
あ
る
。

尚
こ
の
「
上
野
氏
」
宅
の
西
北
側
に
樹
林
が
あ
り
ホ
ル
ト
ノ
キ
の
大
木
と
共
に
「
ツ
バ
キ
」
「
山
茶
花
」
の
古
木
が
群
生
し

て
い
る
。

株
数
に
つ
い
て
は
「
上
野
氏
宅
」
周
辺
に
六
株
あ
り
、
最
大
の
も
の
は
「
目
通
し
二
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
」
あ
り
、
二
メ

ー
ト
ル
を
越
す
も
の
が
四
株
あ
る
。

四
、
古
塘
の
エ
ノ
キ

所
在
地
　
長
洲
町
大
字
梅
田
（
古
塘
提
防
）

ホルトノキの古木



樹
　
種
　

エ
ノ
キ
、
ニ
レ
科
エ
ノ
キ
属

目
　

通
　
二
メ
ー
ト
ル
一
○
セ
ン
チ

樹
　

高
　
十
六
メ
ー
ト
ル

枝
　
張
　

東
西
十
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
十
四
メ
ー
ト
ル

根
　
廻
　

六
メ
ー
ト
ル

ー
○
セ
ン
チ

古
塘
は
慶
長
年
間
構
築
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
こ
の
堤
防
の
根
締
め
と
し
て
植
え
ら
れ
た
も
の
と
云
う
、
そ
の
大
き
さ
よ
り

も

「
古
色
蒼
然
」
た
る
老
樹
で
あ
り
「
清
正
公
さ
ん
の
榎
」
と
呼
ば
れ
常
に
「
し
め
縄
」
が
張
っ
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
堤
防

潮
止
め
の
石
橋

が
消
滅
し
た
現
在
干
拓
堤
防
の
「
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
る
。

五
、
黒
　
　
　

松

所
在
地
　
長
洲
町
長
洲
一
、
三
九
八

所
有
者
　
千
年
俊
雄

樹
　
種
　
黒
松
　
マ
ツ
科
マ
ツ
属
「
オ
マ
ツ
」
と
も
い
う
、
朝
鮮
半
島
南
部
か
ら
本
州

四
国
九
州
に
自
生
す
る
。

目
　

通
　
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

樹
　
高
　
三

メ
ー
ト
ル
三
十
セ
ン
チ

文
化
十
一
年
植
樹
と
の
記
録
が
あ
り
樹
齢
は
「
一
七
〇
年
」
を
越
す
老
松
で
あ
る
。

千年連理の松



当
町
で
百
年
以
上
の
植
物
で
記
録
が
あ
る
珍
重
す

べ
き
樹
で
あ
る
。
松
で
は
稀
な
連
理
の
枝
と
な
っ
て
い
る
。

註
　

「
連
理
の
枝
」
と
は
「
枝
と
枝
」
或
い
は
「
枝
と
幹
」
が
自
然
の
状
態
で
接
合
す
る
こ
と
、
夫
婦
の
理
想
の
姿
を
た
と
え
て
云
う
。

六
、
沖
洲
名
石
神
社
境
内

の
銀
杏

群

所
在
地
　
長
洲
町
大
字
上
沖
洲

所
有
者
　
名
石
神
社

樹
　
種
　
目
通
し
そ
の
他
は
別
図
に
記
載
す
る
。

幹
及
び
枝
葉
は
十
五
株
の
大
木
が
相
交
錯
し
て
神
社
の
境
内

全
域
を
覆
い
つ
く
し
て
繁
茂
し
て
お
り
、
特
に
夏
場
は
鬱
蒼
た

る
日
蔭
を
つ
く
り
「
老
人
会
」

や
「
子
供
会
」
の
避
暑
地
と
な

っ
て
い
る
。

樹
高
は
大
小
を
問
わ
ず
二
十
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
樹
齢

は
当
社
の
陸
社
で
あ
る
「
深
田
浦
」
か
ら
遷
座
し
た
時
植
え
ら

れ
た
と
の
口
伝

が
あ
る
が
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
遷
座

後
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
後
寛
政
大
津
波
の
洗

礼

が
あ
り
一
号
樹
に
は
そ
の
傷
が
残
っ
て
い
る
。
又
新
地
の
平

野
に
そ
び
え
た
大
木
の
宿
命
で
落
雷
に
も
数
度
と
な
く
見
舞
わ



れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
傷
痕
の
残
っ
て
い
る
樹
も
処
々
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
社
の
樹
木
は
銀
杏
は
勿
論
「
エ
ノ
キ
」
そ
の
他
も
樹
勢
が
盛
ん
で
あ
り
、
特
に
銀
杏
の
実
成
り
は
見
事
で
あ
る
。

附
記
　
昭
和
六
十
年
九
月
の
十
三
号
台
風
で
枝
折
れ
、
そ
の
他
大
き
な
損
傷
が
見
ら
れ
た
が
倒
木
は
な
く
本
年
（
六
一
年
）

は
芽
立
ち
も
よ
く
順
調
に
回
復
し
て
い
る
。

七
、
腹
赤
の
大
タ
ブ
の
木

所
在
地
　
長
洲
町
大
字
腹
赤
一
六
六
番
地

所
有
者
　
坂
崎
昌
一

樹
　
種
　

タ
ブ
ノ
キ
、
ク
ス
ノ
キ
科

タ
ブ
ノ
キ
属

樹
　

高
　
十
九

メ
ー
ト
ル

目
　

通
　
八
メ
ー
ト
ル
三
三
セ
ン
チ

根
　
廻
　

十
三

メ
ー
ト
ル
一
○
セ
ン
チ

枝
　

張
　
東
西
、
南
北
、
共
に
十
四

メ
ー
ト
ル
前
後

根
部
は
枯
れ
朽
ち
て
「
ウ
ロ
」
状
と
な
り
、
幹
部
も
折
れ
朽
ち
て
お
り
死
生
の
間
を
彷
徨
し
つ
つ
、
尚
生
命
を
維
持
し
つ
づ

け
て
い
る
様
子
は
驚
嘆
に
価
す
る
、
昔
は
大
木
を
計
る
に
は
、
大
人
が
手
を
伸
ば
し
つ
な
い
で
は
か
り
「
三
人
掛
り
」
や
「
五

人
掛
り
」
な
ど
と
表
現
し
て
い
た
が
、
昭
和
初
期
に
は
「
十
八
名
」
を
以
て
し
て
も
抱
き
得
な
か
っ
た
と
云
う
。
昭
和
十
四
年

に
猛
烈
な
台
風
に
よ
り
幹
の
上
部
と
枝
の
ほ
と
ん
ど
が
吹
き
折
ら
れ
た
と
云
う
（
先
代
坂
崎
氏
の
生
前
の
談
話
）
現
在
の
主
幹



は
そ
の
時
の
脇
枝
が
伸
び
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

樹
下
は
小
丘
と
な
っ
て
お
り
、
古
老
の
云

い
伝
え
に
よ
る
と
、
腹
赤
天
満
宮
が
こ
の
地
に
在
っ
た
と
も
云
う
、
現
在
は
こ
の

樹
下
に
観
音
像
を
祀
り
地
区
の
人
に
よ
っ
て
祭
り
が
つ
ゞ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
観
音
信
仰
か
或
い
は
「
大
木
崇
拝
」
の
名

残
り
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
昔
、
「
ハ
ラ
カ
」
の
港
に
出
入
り
す
る
舟
の
「
目
標
木
」
で
あ
っ
た
と
の
口
伝
も
あ
る
。

八
、
二
宮
八
幡
宮
の

ク
ス
ノ
キ
「
能
本
県
指
定
木
」

所
在
地
　
長
洲
町
大
字
高
浜
二
宮
八
幡
宮
境
内

所
有
者
　
八
幡
宮

樹
　

種
　
ク
ス
ノ
キ
、
ク
ス
ノ
キ
科
ク
ス
ノ
キ
属

目
　

通
　
四
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ

樹
　
高
　
二
十
一
メ
ー
ト
ル

根
　
廻
　
一
〇
メ
ー
ト
ル
九
五
セ
ン
チ

枝
　
張
　
東
西
～
十
五

メ
ー
ト
ル
、
南
北
～

十
八
メ
ー
ト
ル

荒
尾
郷
一
の
宮
で
あ
る
野
原
の
宮
に
次
ぐ
由
緒
あ
る
二
の
宮
に
ふ
さ

わ
し
い
名
木
で
あ
る
。
熊
本
県
指
定
「
ふ
る
さ
と
熊
本
の
樹
木
」
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
「
四
王
子
神
社
」
の
銀
杏
と
共
に
長
洲
町
の
代
表

木
で
あ
る
。
昭
和
六
十
年
先
の
鳥
居
を
吹
き
倒
し
た
台
風
に
よ
り
枝
は

二宮八幡宮大クス



折
れ
葉
は
全
部
吹
き
払
わ
れ
た
が
一
年
に
し
て
再
生
し
、
植
物
の
生
命
力
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。

神
殿
後
方
は
、
目
通
、
三
メ
ー
ト
ル
二
十
セ
ン
チ
の
ク
ス
ノ
キ
が
あ
る
。

亦
、
神
殿
に
向
っ
て
左
側
に

樹
　
種
　

イ
ス
ノ
キ
・
（
方

言
で
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ョ
ウ
グ
リ
）
と
云
う
。

目
　

通
　
一
メ
ー
ト
ル
七
五
セ
ン
チ

樹
　

高
　
十
五
メ
ー
ト
ル

が
あ
る
。
常
緑
低
木
で
あ
る
こ
の
種
と
し
て
は
驚
異
的
な
大
木
で
あ
る
。
こ
の
木
は
樹
高
三

メ
ー
ト
ル
前
後
が
限
度
と
さ
れ

て
い
る
。

根
の
張
り
具
合
い
と
云
い
樹
容
の
古
相
と
云

い
前
述
の
大
ク
ス
ノ
キ
に
劣
ら
な
い
古
木
で
あ
る
。

九
、
立
浜

の
里
程
エ
ノ
キ

所
在
地
　
長
洲
町
大
字
高
浜
一
、
四
六
六

所
有
者
　
高
野
四
郎

目
　

通
　
四
メ
ー
ト
ル
三
十
セ
ン
チ

樹
　

高
　
二
十
メ
ー
ト
ル

根
　
廻
　
六
メ
ー
ト
ル
四
十
セ
ン
チ

枝
　

張
　
東
西

、
十
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
、
十
三

メ
ー
ト
ル



昔
の
小
話
に
、
御
家
老
が
殿
さ
ま
に
「
街
道
の
目
標
に
如
何
な
る
樹
を
植
え
ま
し
ょ
う
か
」
と
お
伺
い
し
た
所
、
他
の
こ
と

に
気
を
と
ら
れ
て
い
た
殿
は
「
え

ゝ
の
木
を
植
え
て
お
け
」
、
と
、
家
老
は
「
ハ
ツ
榎
で
」
と
な
っ
た
そ
う
な
。

里
程
木
に
榎
が
選
ば
れ
た
の
は
そ
の
「
成
長
力
」
と
強
靱
な
生
命
力
の
故
で
あ
ろ
う
。

こ
の
樹
は
江
戸
時
代
の
里
程
木
と
云
わ
れ
堂
々
た
る
威
容
で
あ
る
。
特
に
根
部
の
隆
起
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
只
こ

の
樹

が
道
路
脇
の
あ
ま
り
に
も
近
い
所
に
生
え
て
い
る
為
、
そ
の
将
来
が
危
懼
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

十
、

一
先
宮
境
内
の
小
岱
松

所
在
地
　

長
洲
町
六
栄
一
先
宮
境
内

天
下
の
名
松
「
小
岱
松
」
の
白
眉
は
荒
尾
市
の
府
本
小
学
校
附
近
と
、
こ
の
一
先
宮
周
辺
の
松
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
来
た
。

然
し
殆
ん
ど
の
松
が
枯
死
し
て
往
時
の
面
影
は
な
い
。
最
後
の
大
松
と
い
わ
れ
た
南
側
鳥
居
外
が
わ
の
松
が
枯
れ
て
か
ら
十
年

近
い
。

然
し
こ
の
境
内
に
「
黒
松
」
「
合
松
」
「
赤
松
」
が
二
十
数
株
生
き
残
っ
て
お
り
、
天
然
に
芽
立
ち
自
生
し
た
最
後
の
も
の
と

思
わ
れ
る
。
小
岱
松
の
名
声
が
あ
ま
り
に
も
高
い
の
で
、
自
然
生
の
幼
松
は
全
然
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
生
残
り
の
二
十
株
に
「
小
岱
松
」
の
特
長
を
備
え
た
松
が
「
黒
松
」
「
赤
松
」
各
一
樹
宛
見
ら
れ
る
。
「
黒
」
は
神
殿
北

側
後
方
に
「
目
通
一

メ
ー
ト
ル
」
で
樹
高
は
二
十
メ
ー
ト
ル
近
い
荒
皮
性
の
松
で
あ
り
「
赤
」
は
北
側
の
通
用
参
道
の
脇
に
在

り
曲
り
く
ね
っ
た
老
松
で
あ
る
。

そ
の
他
に
最
大
の
も
の
は
目
通
「
一

メ
ー
ト
ル
六
十
セ
ン
チ
」
あ
り
「
合
い
の
松
」
で
当
町
で
は
最
大
の
松
で
あ
ろ
う
。



尚
、
航
送
船
々
着
場
の
松
三
株
は
、
こ
の
地
附
近
か
ら
移
植
し
た
松
で
あ
る
。

十
一
、
六
栄
地
区
の
シ
イ
ノ
キ

六
栄
地
区
そ
れ
も
赤
田
、
鷲
の
巣
か
ら
向
野
に
か
け
て
「
シ
イ
ノ
キ
」
が
多
い
が
、
こ
の
ブ
ナ
系
の
常
緑
樹
は
松
に
押
え
ら

れ
て
あ
ま
り
目
立
だ
な
か
っ
た
。
松
の
自
滅
に
よ
り
勢
付

い
て
い
る
様
で
あ
る
。

「
シ
イ
」
の
実
は
「
ド
ン
グ
リ
」
な
ど
と
違

い
「
ア
ク
抜
き
」
を
し
な
く
て
も
食

べ
ら
れ
る
こ
と
は
「
六
十
才
」
以
上
の
方
は

経
験
し
て
い
る
し
、
古
代
人
に
取
っ
て
は
重
要
な
蛋
白
源
で
あ
っ
た
。

町
北
部
の
高
地
か
ら
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
「
シ
イ
」
の
大
木
が
あ
り
丘
稜
の
最
先
端
に
当
る
。

長
洲
町
向
野
六
〇
〇
一
、
山
本
家
綱
氏
宅
に
そ
び
え
る
「
大
シ
イ
ノ
キ
」
は

根
　
廻
　
五

メ
ー
ト
ル
三
十
セ
ン
チ

目
　
通
　
双
幹
体
、
東
幹
、
三
メ
ー
ト
ル
、
西
幹
、
三
メ
ー
ト
ル
四

○東
幹
は
枯
れ
て
西
幹
だ
け
息
づ
い
て
い
る
、
仝
家
に
は
こ

の
他
に
も
数
株
の
大
木
が
あ
る
。

大
字
宮
野
字
中
尾
（
鷲
の
巣
の
古
い
墓
地
）
の
北
端
に
あ
る
大
木
は

目
　
通
　
三

メ
ー
ト
ル
三
五
セ
ン
チ
、
（
樹
高
一
メ
ー
ト
ル
の
点
か

ら
双
幹
に
な
っ
て
い
る
。
）

向野山本氏のシイノキ



東
　

幹
　
一
メ
ー
ト
ル
六
四
セ
ン
チ

西
　

幹
　
一
メ
ー
ト
ル
三
七
セ
ン
チ

樹
　

高
　
約
二
十
メ
ー
ト
ル

他
を
圧
し
て
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。

十
二
、
清
源
寺
長
楽
と
白
花
ヤ

ブ
ツ
バ
キ

１
、
清
源
寺
長
楽

肥
後
椿
の
古
種
に
「
清
源
寺
長
楽
」
（
白
長
楽
と
も
云
う
）
と
云
う
白
花
椿
が
あ
る
。

註
、
長
楽
、
と
い
う
品
種
が
あ
る
が
前
者
よ
り
後
で
作
ら
れ
た
別
種
で
あ
る
。

「
清
源
寺
」
と
は
肥
後
国
玉
名
郡
腹
赤
村
の
一
部
落
で
こ
の
部
落
か
ら
種
苗
を
得
た
、
故
に
「
清
源
寺
長
楽
」
と
名
付
け
ら
れ

た
と
物
の
本
に
あ
る
。

古
老
の
云

い
伝
え
に
よ

る
と
同
部
落
の
正
福
寺
に
こ
の
椿
の
原
木
が
あ
り
、
経
一
尺
に
余
る
大
木
で
あ
っ
た
が
明
治
六
年
同

寺
大
火
災
の
折
焼
失
し
た
と
云
い
、
又
一
説
に
は
博
多
の
豪
家
に
引
取
ら
れ
た
と
も
い
う
。

こ
の
椿
が
熊
本
の
好
事
家
の
手
に
よ
り
栽
培
増
植
さ
れ
て
、
そ
の
名
と
共
に
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
長
洲
町
の
地
名

を
冠
し
た
植
物
は
こ
の
「
清
源
寺
長
楽
」
が
あ
る
の
み
で
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

幸
い
に
も

長
洲
町
大
字
腹
赤
八
六
五
、
池
本
憲
夫
氏
方
に
こ
の
椿
が
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
る
。



樹
　

種
　
ツ
バ
キ
、
（
ツ
バ
キ
科
ツ
バ
キ
属
）

肥
後

ツ
バ
キ
清
源
寺
長
楽

目
　

通
　
四
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

樹
　

高
　
三
メ
ー
ト
ル

そ
れ
は
ど
の
大
木
で
は
な
い
が
相
当
の
古
木
で
あ
る
（
さ
し
木
や
つ
ぎ
木
の
穂
木
と
し
て
所
望
が
多
く
て
「
枝
先
」
を
切
り

取
ら
れ
る
の
で
樹
勢
を
殺
が
れ
成
長
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
）

２
、
白
花
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

椿
は
日
本
と
中
国
に
原
種
が
あ
り
、
中
国
の
も
の
は
昆
明
（
中
国
南
西
部
）
附
近
が
原
産
地
と
云
わ
れ
葉
が
長
大
で
「
つ
や
」

が
少
な
く
花
は
大
き
め
で
あ
る
。
日
本
原
産
の
も
の
は
葉
に
「
つ
や
」
が
強
く
、
そ
れ
が
「
津
葉
木
」
と
な
り
春
の
花
の
意
で

「
椿
」
と
云
う
文
字
が
作
ら
れ
た
。
椿
の
実
は
「
食
用
」
と
な
り
又
「
薬
用
」
と
な
り
「
つ
ば
き
油
」
と
し
て
女
性
の
化
粧
の

必
需
品
と
な
り
、
日
本
人
の
生
活
上
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
現
在
も
「
大
島
つ
ば
き
」
に
代
表
さ
れ
る
「
天
然
整

髪
用
」
と
し
て
そ
の
需
要
は
多
い
。

長
洲
町
の
古
い
海
岸
線
即
ち
梅
田
、
高
浜
か
ら
六
栄
南
部
立
野
折
崎
に
か
け
て
椿
の
木
が
非
常
に
多

い
。
特
に
旧
六
栄
地
区

の
中
に
、
南
部
に
は
植
栽
木
か
自
然
木
か
判
ら
な
い
が
多
く
の
椿
が
生
え
て
い
る
。

元
来
「
ツ
バ
キ
」
は
赤
花
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
で
は
白
花
の
「
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
」

が
点
在
し
て
お
り
、
葉
の
形
状
は
日
本
種

で
あ
る
。「
ツ
バ
キ
」
の
花
の
改
良
は
室
町
文
化
に
始
ま
る
と
云
わ
れ
、「
ツ
バ
キ
」
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
「
室
町
文
化
」

の
系
統
が
判
る
、
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
白
ツ
バ
キ
」

が
改
良
さ
れ
て
「
清
源
寺
長
楽
」
と
な
っ
た
も
の
か
自
然
発
生



し
た
も
の
か
興
味
深
い
。

長
洲
町
大
字
折
崎
字
赤
崎
～
吉
野
浦
の
雑
木
林
の
中
に
数
株
の
「
白
ツ
バ
キ
」
が
あ
り
、
最
大
の
も
の
は
根
廻
り
「
一
メ
ー

ト
ル
二
六
セ
ン
チ
」
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
種
の
も
の
が
、
長
洲
町
大
字
折
崎
字
折
地
、
丸
山
十
一
氏
宅
の
「
生
垣
」
に
在
り
最

大
の
も
の
は
枯
れ
て
い
る
が
、
二
株
が
残
っ
て
お
り
花
つ
き
は
良
好
で
あ
る
。

参
考
事
項
　
長
洲
町
大
字
宮
野
七
六
六
、
城
戸
生
二
氏
方

樹
種
、
ツ
バ
キ
、
肥
後
椿
、
花
種
は
羽
衣

が
あ
り
「
五
幹
立
ち
」
で
根
廻
り
は
「
二
メ
ー
ト
ル
」
近
い
古
木
で
あ
る
。

惜
し
む
ら
く
は
「
ヤ
ブ
」
状
と
な
っ
て
他
の
樹
木
が
覆
い
茂
っ
て
い
る
為
に
樹
勢
が
押
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
立
野
、
向
野
に
肥
後
椿
の
古
木

（
赤
花
）
が
あ
る
。

註
　
こ
の
項
は
椿
研
究
で
知
ら
れ
る
。
長
洲
町
新
山
の
「
高
橋
治
雄
氏
」
の
研
究
と
所
説
に
よ
る
所
が
多
い

十
三

、
清
台
寺
と
西
光
寺
の
銀
杏

清
台
寺
に
あ
る
銀
杏
三
樹
は
創
建
時
（
元
禄
年
間
）
に
植
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
目
通
は
二

メ
ー
ト
ル
台
で
、
そ
の
大

き
さ
よ
り
も
古
銀
杏
の
木
に
し
か
見
ら
れ
な
い
「
乳
イ
チ
ョ
ウ
」
と
な
っ
て
い
る
。

註
　
「
乳
イ
チ
ョ
ウ
」
と
は
樹
肉
が
垂
れ
下
が
り
ち
ょ
う
ど
「
鐘
乳
石
」
の
様
な
状
態
を
呈
す
る
こ
と
を
云
う
。
こ
こ
の
他
は
「
県
指
定
」
の
四
王
子
神
社

の
古
銀
杏
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
寺
の
本
堂
前
の
植
込
み
に
石
碑
が
あ
り
「
華
道
の
道
に
副
う
云
々
文
化
元
年
」
と
あ
り
、
こ
の
寺
の
庭
園
跡
と
見
ら
れ
る
。



西
光
寺
の
納
骨
堂
前
の
大
銀
杏
は
樹
容
壮
大
な
姿
の
大
木
で
あ
り
目
通
し
は
四

メ
ー
ト
ル
に
近
い
。

樹
勢
が
強
く
若
木
の
様
に
生
い
茂
っ
て
い
る
。
こ
の
寺
の
前
庭
は
古
い
「
ソ
テ
ツ
」
が
あ
り
「
エ
ノ
キ
」
大
木
も
あ
り
何
れ

も
創
建
時
（
慶
安
年
間
）
か
ら
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

十
四

、
腹
赤
天
満
宮
鎭
守
の
森

所
在
地
　
長
洲
町
大
字
腹
赤
天
満
宮
境
内

所
有
者
　
腹
赤
天
満
宮

樹
　
種
　
イ
チ
ョ
ウ
、
イ
チ
ョ
ウ
科
、
メ
ス
木

一
、
目
通
　
三

メ
ー
ト
ル
四
二
セ
ン
チ

根
廻
　

四
メ
ー
ト
ル
三
十
セ
ン
チ

樹
高
　
二
十
メ
ー
ト
ル

二
、
目
通
　
三

メ
ー
ト
ル
四
十
セ
ン
チ

根
廻
　
四
メ
ー
ト
ル
一
五
セ
ン
チ

樹
高
　
二
十

メ
ー
ト
ル
前
後

三
　
樹
種
　
ク
ス
ノ
キ
、
ク
ス
ノ
キ
科
ク
ス
ノ
キ
属

目
通
　
三

メ
ー
ト
ル

根
廻
　
四
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ



樹
高
　
二
十
メ
ー
ト
ル

右
三
樹
の
他
に
「
エ
ノ
キ
」
銀
杏
な
ど
目
通
し
ニ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
老
木
が
あ
り
、
鎭
守
の
森
ら
し
い
樹
林
を
形
成
し
て
い

る
９十

五
、
折
地
天

満
宮
隣
り

の
大
榊

所
在
地
　
長
洲
町
大
字
折
崎
字
折
地

所
有
者
　
古
沢
芳
喜

樹
　
種
　
サ
カ
キ
、
ツ
バ
キ
科
サ
カ
キ
属

常
緑
広
葉
小
高
木
で
関
東
地
方
以
南
に
自
生
す
る
、
神
事
に
用
い
る
木
、
古
来
神
木
と
し
て
神
に
供
せ
ら
れ
、
材
は

細
工

物
に
使
用
す
る
。

根
　
廻
　
三
メ
ー
ト
ル
三
十
セ
ン
チ

樹
　
高
　
七
メ
ー
ト
ル

株
立
状
と
な
っ
て
お
り
幾
世
代
を
経
た
古
木
で
あ
る
。
古
沢
家
は
こ
の
天
満
宮
の
社
守
り
で
あ
り
仝
社
と
地
続
き
の
隣
家
で

も
あ
る
。

神
社
と
切
り
離
し
て
こ
の
樹
は
考
え
ら
れ
な
い
。
古
老
の
云

い
伝
え
に
よ

る
と
、
社
内
に
在
っ
た
も
の
を
移
し
植
え
て
庭
の

主
木
と
し
て
い
つ
く
し
ん
だ
も
の
と
云
う
。

尚
「
サ
カ
キ
」
は
害
虫
が
寄
生
し

や
す
い
樹
で
あ
る
為
、
健
康
管
理
に
注
意
を
要
す
る
樹
で
あ
り
、
こ
の
樹
も
処
々
に
虫
害



が
見
ら
れ
る
。

稀
に
見
る
榊
の
大
木
で
あ
り
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

十
六
、
長
洲
町
の
ソ
テ
ツ

樹
種
　

ソ
テ
ツ
、
ソ
テ
ツ
科
ソ
テ
ツ
属

常
緑
裸
子
植
物
、
高
さ
十
五

メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
、
雌
雄
異
株
、
九
州
南
部
、
沖
縄
中
国
の
亜
熱
帯
地
方
に
自
生
す

る
。
こ
の
樹
は
系
統
上
シ
ダ
植
物
と
種
子
植
物
を
つ
な
ぐ
植
物
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

所
在
地
　
長
洲
町
大
字
梅
田
　
　
　

嶋
田
　
喜

〃
　
　
〃

宮
野
　
　
　

城
戸
生
二

〃
　
　
〃

腹
赤
　
　
　

中
尾
リ
ツ

〃
　
　
〃

長
洲
　
　
　

四
王
子
神
社

〃
　
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
旧
公
民
館
跡

等
々
、
こ
の
町
の
旧
家
の
庭
園
跡
に
は
「
蘇
鉄
」
が
残
さ
れ
て
お
り
前
記
の
箇
所
以
外
に
も
こ
れ
ら
に
劣
ら
な
い
大
木
が
あ
る
。

梅
田
の
嶋
田
氏
の
ソ
テ
ツ
は
「
享
保
年
間
」
に
住
家
の
改
築
と
造
園
の
時
植
え
ら
れ
た
と
の
口
伝
が
残
さ
れ
て
い
る
。

長
洲
町
の
庭
園
構
成
上
重
要
な
意
味
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
、
庭
園
は
そ
の
地
方
の
文
化
を
は
か
る
尺
度
と
も
云
わ
れ
て

お
り
研
究
課
題
で
あ
る
。





有明の森と松並木　新熊本石景選定記念碑

清里小 学校の庭



姫ヶ浦防潮堤と防風林

清源寺長楽（肥後椿）



四王子神社の銀杏

古塘の清正公エノキ



名
石
神
社
の
銀
杏
（
落
雷
の
傷
跡
）

長
洲
小
学
校
の
大
エ
ノ
キ



む
　

す
　

び

以
上
長
洲
町
の
植
物
に
就

い
て
述

べ
た
が
、
何
等
植
物
学
の
知
識
も
な
く
「
一
町
民
と
し
て
の
植
物
観
を
」
と
の
こ
と
で
筆

を
す
す
め
た
も
の
の
意
あ
っ
て
筆
足
ら
ず
、
特
に
本
町
を
地
理
的
に
分
類
し
て
そ
の
植
物
帯
の
比
較
検
討
に
主
眼
を
お
き
た
か

っ
た
が
力
及
ば
ず
心
残
り
で
あ
る
。

○
　
大
、
古
木
に
つ
い
て
も
ま
だ
塩
屋
の
天
満
宮
に
も
幹
廻
り
、
三
、
五
〇
米
、
の
榎
が
あ
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
榎
と
銀
杏
が
あ

り
、
平
原
の
厳
島
神
社
に
も
銀
杏
の
雌
雄
二
株
あ
り
雄
木
は
三
、
五
一
米
、
雌
木
は
二
、
四
〇
米
、
の
目
通
が
あ
り
雄
大
な

姿
を
し
て
い
た
が
六
十
年
の
十
三
号
台
風
で
枝
折
れ
、
そ
の
上
白
蟻
の
被
害
を
受
け

て
下
枝
の
ほ
と
ん
ど
を
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
又
清
源
寺
天
満
宮
に
目
通
三
、
六
〇

米
の
銀
杏
巨
木
が
二
樹
及
櫻
の
古
木
が
あ
る
。

○
　
同
部
落
の
高
台
に
在
る
「
馬
場
ワ
サ
」
氏
宅
の
裏
の
昆
沙
門
堂
跡
の
榎
は
「
幕
末

に
移
植
」
し
か
と
口
伝
の
あ
る
大
樹
で
他
を
圧
し
て
そ

び
え
て
い
る
。
そ
し
て
赤
田
、

鷲
の
巣
方
面
に
つ
い
て
は
調
査
不
充
分
の
為
記
載
洩
れ
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

○
　
長
洲
町
に
於
け
る
大
木
古
木
は
そ
の
大
部
分
が
神
社
仏
閣
の
敷
地
内
か
公
共
の
施

設
内
で
あ
り
、
私
有
地
に
在
る
の
は
稀
で
あ
る
。
こ
れ
は
公
に
よ
る
保
護
か
又
は
信

仰
の
対
象
に
守
ら
れ
て
数
百
年
の
齢
を
保
ち
得
た
も
の
の
様
で
あ
る
。

○
　
自
然
林
で
な
い
新
山
の
松
林
、
姫
ヶ
浦
の
松
並
木
が
生
き
残
っ
て
い
る
の
は
、
松

旧本陣、馬場邸跡の庭園



山
の
松
が
絶
滅
し
た
現
在
で
は
せ

め
て
も
の
慰
め
で
あ
る
。

○
　
私
企
業
で
あ
る
日
立
造
船
と
清
里
小
学
校
は
性
格
は
異
な
る
も
の
の
環
境
緑
化
に
対
す
る
熱
意
に
は
敬
服
の
他
は
な
い
。

○
　
長
洲
町
の
旧
馬
場
氏
の
庭
園
は
明
治
以
前
に
造
ら
れ
た
貴
重
な
庭
園
で
あ
っ
た
が
、
町
民
の
公
共
施
設
と
し
て
再
生
す
る

こ
と
で
も
あ
り
、
惜
し
か
っ
た
が
や
む
を
得
な
い
。

○
　
六
栄
小
学
校
の
欅
の
よ
う
に
、
百
年
に
満
た
な
い
年
月
で
一
人
の
善
意
あ
る
行
い
が
周
辺
地
域
の
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と

も
成
り
得
る
の
で
あ
る
。

Ｏ
　

「
緑
の
長
洲
町
」
を
標
望
し
て
「
町
の
木
」
「
町
の
花
」
も
定
め
ら
れ
た
。
地
球
的
規
模
に
於
て
緑
の
重
要
さ
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
時
、
次
の
世
代
に
よ
り
よ
い
長
洲
町
を
残
さ
な
け
れ
ば
と
念
ず
る
次
第
で
あ
る
。
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